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T
he Intellectual C

ontext for the E
diting of Jinjō Shōgaku-Shōka (Songs for E

lem
entary Students) : 

Focusing on W
ritings by Y

U
H

A
R

A
 M

otoichi, President of Tokyo M
usic School

H
irotaka SUZUKI

The purpose of this paper is to further our understanding of the intellectual context 

surrounding the editing of Jinjō Shōgaku-Shōka (Songs for Elem
entary Students) 

com
pleted in June 1914. To that end, this paper analyzes the w

ritings of Y
U

H
A

R
A

 

M
otoichi, president of Tokyo M

usic School and chief editor of the above com
pilation.

Y
U

H
A

R
A

 show
ed understanding for socialism

 as he harbored deep concern for the 

distress of the urban poor. H
e did not im

pose a state-centered, totalitarian structure on the 

people. M
oreover, he recom

m
ended m

usic not only as fi ne arts of the upper classes, but 

also as applied art w
ith the purpose of com

forting the low
er classes. Further, he tried to 

encourager m
usic teachers w

ho w
ere experts in schoolchildren’s songs, w

ith the goal of 

raising their aw
areness as educators.

The concerns of Y
U

H
A

R
A

 and his fellow
 co-editors for the social problem

s of the 1910s 

are refl ected in the gentleness m
anifested w

ithin Jinjō Shōgaku-Shōka

一　

は
じ
め
に

日
本
語
の
四
大
文
法
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
山
田
文
法
の
提
唱
者
と
し
て

名
高
い
国
語
学
の
泰
斗
、
山
田
孝
雄
は
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
冬
、『
大

日
本
国
体
概
論
』
と
い
う
書
物
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
「
自
序
」
に
は
、
以

下
の
通
り
注
目
す
べ
き
見
解
が
認
め
ら
れ
る
。

今
や
泰
平
の
治
、
先
古
未
曾
有
な
り
と
雖
も
、
人
各
安
逸
に
狃
れ
、
こ
の

聖
世
の
忝
き
を
忘
れ
た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
。
顧
み
て
思
想
界
を
見
よ
。

百
鬼
白
昼
に
跳
梁
す
る
の
怪
事
な
し
と
せ
ん
や
。
明
治
四
十
三
年
十
一
月

―
―
東
京
音
楽
学
校
校
長
・
湯
原
元
一
の
論
説
を
中
心
に
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唱
歌
』
の
思
想
全
般
と
湯
原
一
個
人
の
意
向
と
が
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
わ

け
は
な
い
。
と
は
い
え
、
小
学
唱
歌
の
編
纂
と
い
う
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

請
け
負
っ
た
の
は
、
湯
原
が
校
長
の
座
に
あ
っ
た
当
時
の
官
立
東
京
音
楽
学
校

だ
っ
た
し
、
小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
長
の
肩
書
き
を
得
た
湯
原
校
長
自
ら
、

強
い
覚
悟
と
意
欲
を
も
っ
て
編
纂
の
監
督
に
臨
み
、
都
合
五
年
の
長
き
に
わ

た
っ
た
業
務
を
完
遂
し
た
の
で
あ
る6
。「
朧
月
夜
」
や
「
故
郷
」
と
い
っ
た
『
尋

常
小
学
唱
歌
』
所
収
の
歌
曲
が
、
社
会
主
義
弾
圧
事
件
の
あ
っ
た
誕
生
当
時
か

ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
激
動
を
経
て
、
二
一
世
紀
の
現
在
も
日
本
の
小

学
校
教
育
の
現
場
で
活
用
さ
れ
て
い
る
現
実
を
鑑
み
れ
ば
、
東
京
音
楽
学
校
校

長
当
時
の
湯
原
が
世
に
問
う
て
い
た
意
見
に
耳
を
傾
け
て
み
る
こ
と
は
決
し
て

無
意
味
で
は
あ
る
ま
い
。

二　

問
題
の
所
在
と
本
稿
の
視
角

し
か
し
な
が
ら
、
湯
原
元
一
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
驚
く
ほ
ど
少
な

い7
。
と
り
わ
け
、『
尋
常
小
学
唱
歌
』
編
纂
責
任
者
と
し
て
の
湯
原
に
つ
い
て

詳
細
な
検
討
を
加
え
た
研
究
は
管
見
の
限
り
皆
無
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
湯

原
が
国
家
に
よ
っ
て
官
立
学
校
の
管
理
業
務
を
任
さ
れ
た
教
育
官
で
あ
っ
て
、

音
楽
芸
術
の
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

湯
原
に
対
す
る
言
及
が
多
い
研
究
成
果
物
の
ひ
と
つ
に
、
瀧
井
敬
子
と
平

高
典
子
の
共
著
『
幸
田
延
の
『
滞
欧
日
記
』』
が
あ
る
。
同
書
に
お
い
て
は
、

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
九
月
九
日
付
で
東
京
音
楽
学
校
教
授
・
幸
田
延
を

休
職
に
追
い
込
ん
だ
湯
原
校
長
に
対
す
る
批
判
的
な
調
子
が
一
貫
す
る
。
音
楽

の
素
人
で
「
事
務
官
に
過
ぎ
な
か
っ
た
湯
原
校
長
」
が
、
卓
越
し
た
音
楽
的

才
能
を
示
し
「
技
術
の
う
え
で
学
校
長
」
だ
っ
た
技
術
監
の
幸
田
に
「
嫉
妬
し

た
」
こ
と
や
、
女
性
の
幸
田
に
「
演
奏
技
術
の
稚
拙
さ
を
指
摘
さ
れ
た
男
性
教

師
や
生
徒
」
が
「
敵
意
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
音
楽
学

十
日
深
く
心
に
感
ず
る
と
こ
ろ
あ
り
。
こ
の
書
公
刊
の
事
を
宝
文
館
主
に

約
し
、
即
日
筆
を
執
り
、
公
余
を
偸
み
て
、
一
週
日
に
し
て
成
る
。
即
之

を
授
け
て
手
民
に
附
せ
し
む
。
国
体
の
宣
明
愚
が
畢
生
の
目
的
な
り
。1

こ
の
時
、
山
田
孝
雄
は
三
五
歳2
。
そ
の
肩
書
き
は
文
部
省
国
語
調
査
委
員
会

補
助
委
員
と
い
う
も
の
で
、
国
語
調
査
の
実
務
を
担
当
す
る
嘱
託
研
究
員
の
立

場
に
あ
っ
た
。
文
中
の
「
明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
日
」
は
、
大
逆
事
件
に
つ

い
て
の
報
道
が
解
禁
さ
れ
、
新
聞
各
紙
が
一
斉
に
関
連
記
事
の
掲
載
を
開
始
し

た
日
に
あ
た
る
。
そ
の
六
日
後
の
一
六
日
に
は
早
く
も
『
大
日
本
国
体
概
論
』

が
脱
稿
、
奥
付
に
は
「
明
治
四
捨
参
年
捨
壱
月
廿
八
日
印
刷　

明
治
四
捨
参
年

捨
弍
月
弍
日
発
行
」
と
あ
る
。
同
書
の
執
筆
と
公
刊
が
、
事
件
の
報
道
を
受
け

て
か
ら
の
電
光
石
火
の
早
業
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
同
時
に
、
文
部
省
の
委

嘱
を
受
け
た
国
語
の
専
門
家
が
当
時
、
社
会
主
義
者
の
「
跳
梁
」
に
対
し
て
深

刻
な
警
戒
感
と
露
骨
な
不
快
感
を
抱
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る3
。

社
会
主
義
の
流
行
が
象
徴
す
る
日
露
戦
争
後
の
社
会
的
思
想
的
混
乱
に
危
機

感
を
抱
い
た
政
府
は
、
こ
の
二
年
前
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
一
〇
月

一
三
日
に
戊
申
詔
書
を
渙
発
し
、
国
家
社
会
の
安
定
の
た
め
、
天
皇
を
中
心
と

す
る
既
存
の
秩
序
に
忠
実
な
「
臣
民
」
を
創
出
す
る
べ
く
動
き
出
し
て
い
た4
。

「
勤
倹
詔
書
」
と
も
呼
ば
れ
た
詔
書
が
出
さ
れ
た
こ
の
時
も
、
山
田
は
早
速

『
戊
申
詔
書
義
解
』
と
題
し
た
注
釈
書
を
上
梓
し
て
い
る5
。
そ
う
し
た
時
代
の

要
請
に
応
え
た
文
部
省
の
具
体
的
な
施
策
の
ひ
と
つ
が
、
翌
一
九
〇
九
（
明
治

四
二
）
年
六
月
に
本
格
的
に
始
動
し
た
小
学
唱
歌
の
編
纂
だ
っ
た
。

本
稿
の
目
的
は
、
こ
う
し
た
事
情
の
も
と
、
五
年
後
の
一
九
一
四
（
大
正

三
）
年
六
月
に
完
成
し
た
『
尋
常
小
学
唱
歌
』
全
一
二
〇
曲
編
纂
の
思
想
的
背

景
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
部
省
の
委
嘱
を
受

け
て
編
纂
の
全
責
任
を
負
っ
た
、
時
の
東
京
音
楽
学
校
校
長
の
湯
原
元
一
と
い

う
人
物
が
発
表
し
て
い
た
論
説
群
の
解
析
を
行
う
。
も
と
よ
り
、『
尋
常
小
学
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校
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
優
れ
た
女
性
音
楽
家
の
幸
田
を
、
所
詮
は
男

性
事
務
官
に
過
ぎ
な
い
湯
原
が
策
謀
に
よ
っ
て
追
い
出
し
た
の
だ
と
断
罪
す
る8
。

だ
が
、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
「
嫉
妬
」
や
「
敵
意
」
は
状
況
証
拠
に
基
づ
く
推
論

で
あ
り
、
湯
原
の
内
心
に
つ
い
て
、
本
人
の
言
辞
に
即
し
た
説
明
が
な
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
断
罪
の
前
提
に
は
、
政
治
的
思
惑
や
歴
史

的
状
況
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
純フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト

粋
芸
術
と
し
て
の
音
楽
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
音

楽
家
を
重
視
す
る
評
価
基
準
が
あ
る
。
加
え
て
、
応ア
プ
ラ
イ
ド
ア
ー
ト

用
芸
術
と
し
て
の
音
楽
と
、

そ
れ
に
関
わ
る
音
楽
家
で
は
な
い
人
び
と
に
対
す
る
軽
視
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
う
し
た
音
楽
史
研
究
は
、
資
本
主
義
の
浸
透
に
よ
る
生
存
競
争
の
激
化
と
階

級
の
分
化
、
社
会
の
最
下
層
に
転
落
し
た
都
市
民
衆
に
よ
る
暴
動
事
件
の
頻
発
、

社
会
主
義
の
流
行
に
よ
る
人
心
の
不
安
定
化
と
い
っ
た
、
湯
原
た
ち
東
京
音
楽

学
校
に
所
属
す
る
教
員
の
多
く
が
直
面
し
、
心
を
痛
め
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た

同
時
代
の
社
会
問
題
に
言
及
す
る
こ
と
が
な
い9
。
文
部
省
の
管
轄
下
に
あ
っ
た

東
京
音
楽
学
校
に
、
こ
の
頃
課
せ
ら
れ
て
い
た
社
会
的
使
命
に
対
す
る
留
意
も

な
い
。

後
世
の
、
特
に
第
二
次
大
戦
以
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
音
楽
教
育
研
究
も
、

応
用
芸
術
と
し
て
の
音
楽
よ
り
純
粋
芸
術
と
し
て
の
音
楽
を
尊
び
、「
徳
性
涵

養
」「
思
想
善
導
」「
国
民
教
化
」
と
い
っ
た
意
図
を
も
つ
政
府
の
主
導
で
作
成

さ
れ
た
『
尋
常
小
学
唱
歌
』
に
つ
い
て
は
、
音
楽
と
し
て
の
自
律
性
を
欠
く
ゆ

え
に
こ
れ
を
批
判
的
に
総
括
す
る
傾
向
に
あ
っ
た10
。
と
は
い
え
、『
尋
常
小
学

唱
歌
』
所
収
の
歌
曲
の
う
ち
、
誕
生
後
す
で
に
一
〇
〇
年
以
上
の
長
き
を
生
き

抜
い
て
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
日
本
社
会
で
強
い
生
命
力
を
維
持
す
る
こ
と
が

確
実
な
歌
曲
に
は
高
い
芸
術
的
価
値
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
と
す
れ

ば
、
そ
れ
ら
の
歌
曲
は
、
な
ん
ら
か
の
役
目
を
背
負
わ
さ
れ
た
応
用
芸
術
と
し

て
で
は
な
く
、
純
粋
芸
術
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る11
。
現
在
、
民
間
で

広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
音
楽
と
し
て
の
評
価
が
通
用
し
て
い
る
以
上
、
官
製
の

音
楽
と
し
て
誕
生
し
た
過
去
の
経
緯
に
つ
い
て
あ
え
て
論
究
す
る
必
要
性
は
な

い
。音

楽
史
研
究
や
音
楽
教
育
研
究
の
無
意
識
の
前
提
に
こ
の
よ
う
な
評
価
基
準

が
あ
る
限
り
、
音
楽
の
専
門
家
で
も
な
く
、
芸
術
家
で
も
な
く
、
肩
書
き
こ
そ

教
育
家
と
は
い
え
民
間
の
人
材
で
も
な
く
、
国
家
官
僚
機
構
に
属
す
る
事
務
官

の
ひ
と
り
に
過
ぎ
な
い
湯
原
元
一
の
存
在
は
完
全
に
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ

も
そ
も
音
楽
家
で
も
な
い
人
間
に
音
楽
の
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
も
な
い
、
と
い

う
わ
け
だ
。
か
く
し
て
湯
原
の
論
説
は
埋
も
れ
る
が
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た12
。

だ
が
、
東
京
音
楽
学
校
校
長
兼
小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
長
と
し
て
、
や

が
て
全
国
の
小
学
校
で
一
斉
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
唱
歌
教
科
書
の
編
纂

と
い
う
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
責
任
を
負
っ
た
湯
原
元
一
は
、
決
し
て
お

飾
り
の
校
長
で
も
、
名
ば
か
り
の
委
員
長
で
も
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
後

に
確
認
す
る
通
り
、
当
時
の
湯
原
が
公
表
し
て
い
た
関
連
論
説
群
が
雄
弁
に
証

明
し
て
く
れ
る
。
作
詞
や
作
曲
の
専
門
家
で
あ
る
配
下
の
委
員
た
ち
が
、
湯
原

の
こ
と
を
「
音
楽
が
わ
か
ら
な
い
単
な
る
事
務
官
」
と
軽
ん
じ
て
い
た
は
ず
だ

と
決
め
つ
け
る
の
は
後
世
の
偏
見
で
し
か
な
い
。
上
司
で
あ
る
湯
原
の
論
説
は

配
下
の
委
員
た
ち
に
よ
く
読
ま
れ
、
そ
の
思
惑
は
毎
週
の
編
纂
委
員
会
の
場
で

口
頭
で
も
繰
り
返
し
説
明
さ
れ
、
各
委
員
の
共
感
を
集
め
て
い
た
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
る
。

以
上
の
観
点
を
得
た
本
稿
は
、
ま
ず
、
官
製
の
音
楽
よ
り
も
民
間
で
私
製
さ

れ
自
然
発
生
的
に
広
ま
っ
た
音
楽
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
常
識
的
通
念
に

異
議
を
唱
え
、
続
い
て
、
応
用
芸
術
と
し
て
の
音
楽
よ
り
も
純
粋
芸
術
と
し
て

の
音
楽
の
方
に
無
条
件
に
高
い
価
値
を
認
め
る
評
価
基
準
に
疑
問
を
投
げ
か
け

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
通
念
や
基
準
は
必
ず
し
も
真
で
は
な
い
と
い
う
理
解

を
前
提
に
、
東
京
音
楽
学
校
校
長
在
職
当
時
の
湯
原
元
一
が
公
開
し
て
い
た
論

考
を
、
で
き
る
だ
け
長
く
引
用
し
つ
つ
読
み
解
く
。
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三　

官
製
の
音
楽
は
俗
悪
か
？ 

（
１
）
文
部
省
直
轄
小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
会

一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
九
月
、
東
京
音
楽
学
校
に
唱
歌
編
纂
掛
が
設
置

さ
れ
た
。
だ
が
当
初
は
、
人
員
面
で
も
組
織
面
で
も
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
編
纂

業
務
は
順
調
に
進
ん
で
い
な
か
っ
た13
。
現
在
、
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
に

原
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
日
誌
』（
以
下
『
日
誌
』）14

は
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
六
月
一
八
日
に
書
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
日
、
唱
歌
編
纂
に
関
わ
る
組
織
が
再
編
さ
れ
、
新
た
に
文
部
省
直
轄
の
小
学

唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
会
が
発
足
、
各
委
員
に
は
四
日
後
に
初
招
集
の
か
か
る

こ
と
が
通
知
さ
れ
た
。
そ
し
て
予
定
通
り
、
六
月
二
二
日
に
第
一
回
委
員
会
が

開
会
さ
れ
る
。
こ
の
場
に
臨
ん
だ
文
部
省
図
書
課
課
長
の
渡
部
董
之
介
が
述
べ

た
「
唱
歌
編
纂
ニ

関
ス
ル
要
項
」

の
第
二
項
に
は
、

「
教
育
勅
語
幷
戊

申
詔
書
ノ
内
容
又

ハ
之
ニ
副
ヘ
ル
人

物
事
物
ヲ
副
題
ト

シ
テ
徳
性
ノ
涵
養

ニ
資
ス
ル
ニ
最
モ

注
意
ス
ル
コ
ト
」15

と
あ
り
、
教
育
勅

語
と
併
せ
て
「
戊

申
詔
書
ノ
内
容
」

に
対
す
る
注
意
喚

起
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
時
委
員
長
の
座
に
就
い
た
の
は
、
東
京
音
楽
学
校
に
校
長
と
し
て
着
任

し
て
ち
ょ
う
ど
二
年
が
過
ぎ
た
頃
の
湯
原
元
一
だ
っ
た
。
編
纂
業
務
の
停
滞
を

前
に
、
校
長
自
ら
陣
頭
指
揮
を
執
る
こ
と
で
局
面
の
打
開
が
図
ら
れ
た
わ
け
で

あ
る
。
配
下
委
員
は
一
一
名
で
、
歌
詞
関
係
と
楽
曲
関
係
の
二
つ
の
委
員
会
に

編
成
さ
れ
た
（【
表
１
】）。
湯
原
に
は
、
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
で
ド
イ
ツ
語

教
育
に
従
事
し
た
過
去
が
あ
っ
た16
が
、
歌
詞
関
係
委
員
の
主
任
に
抜
擢
さ
れ
た

吉
丸
一
昌
は
、
そ
の
時
の
教
え
子
で
旧
知
の
仲
だ
っ
た17
。
吉
丸
は
、
一
九
〇
八

（
明
治
四
一
）
年
四
月
に
東
京
音
楽
学
校
教
授
と
し
て
着
任
し
た
一
年
二
ヶ
月

後
に
、
小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
会
の
歌
詞
関
係
委
員
主
任
と
い
う
大
役
を

任
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
湯
原
の
一
存
が
大
き
く
作
用
し
た
人
事
だ
っ
た18
。

『
日
誌
』
を
精
読
す
る
と
、
唱
歌
編
纂
の
過
程
で
、
こ
と
作
詞
に
つ
い
て
は
、

東
京
帝
国
大
学
教
授
の
上
田
万
年
と
芳
賀
矢
一
ら
外
部
有
識
者
や
、
文
部
省
視

学
官
兼
東
京
音
楽
学
校
教
授
で
あ
っ
た
吉
岡
郷
甫19
の
添
削
を
受
け
、
彼
ら
の
意

見
を
参
考
に
修
正
し
た
旨
の
記
載
を
確
認
で
き
る
。
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学

の
卒
業
生
で
あ
る
歌
詞
関
係
委
員
主
任
の
吉
丸
に
と
っ
て
は
、
上
田
も
芳
賀
も

師
匠
筋
に
あ
た
る
。
吉
丸
の
抜
擢
に
は
、
湯
原
の
み
な
ら
ず
東
京
帝
国
大
学
文

科
大
学
国
語
研
究
室
の
意
志
も
介
在
し
た20
。『
尋
常
小
学
唱
歌
』
の
歌
曲
に
は
、

『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
所
収
の
詩
が
そ
の
ま
ま
歌
詞
に
な
っ
て
い
る
も
の
も

多
い
。
こ
の
時
の
唱
歌
編
纂
が
小
学
校
に
お
け
る
国
語
教
育
の
需
要
と
密
に
連

動
し
て
い
た
事
情
が
わ
か
る21
。

湯
原
校
長
の
監
督
の
も
と
で
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
た
小
学
唱
歌
教
科
書
の

編
纂
業
務
は
着
々
と
進
行
し
、
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
五
月
八
日
の
第
一

学
年
用
発
行
を
皮
切
り
に
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
六
月
一
八
日
の
第
六
学

年
用
発
行
を
も
っ
て
完
了
し
た
。
こ
の
時
、
委
員
会
の
発
足
と
湯
原
の
委
員
長

就
任
か
ら
算
え
て
ち
ょ
う
ど
五
年
の
月
日
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
『
日

誌
』
に
は
特
定
個
人
に
よ
る
作
詞
な
い
し
作
曲
の
明
記
は
な
い22
。
残
存
資
料
か

役職 氏名 生没年 発足時年齢 出身都府県
委員長 　湯

ユ

原
ハラ

　元
モト

一
イチ

1863-1931 46歳 佐賀

歌
詞
関
係
委
員

◎吉
ヨシ

丸
マル

　一
カズ

昌
マサ

1873-1916 36歳 大分

　富
トミ

尾
オ

木
ギ

知
トモ

佳
ヨシ

1874-1917 35歳 東京

　高
タカ

野
ノ

　辰
タツ

之
ユキ

1876-1947 33歳 長野

　武
ム

笠
カサ

　　三
アツム

1871-1929 38歳 埼玉

　乙
オッ

骨
コツ

　三
サブ

郎
ロウ

1881-1934 28歳 東京

楽
曲
関
係
委
員

◎島
シマ

崎
ザキ

赤
アカ

太
タ

郎
ロウ

1874-1933 35歳 東京

　楠
クス

美
ミ

恩
オン

三
サブ

郎
ロウ

1868-1927 41歳 青森

　岡
オカ

野
ノ

　貞
テイ

一
イチ

1878-1941 31歳 島根

　南
ミナミ

　　能
ヨシ

衛
エ

1881-1952 28歳 徳島

　上
ウエ

　　真
サネ

行
ミチ

1851-1937 58歳 京都

　小
コ

山
ヤマ

作
サク

之
ノ

助
スケ

1864-1927 45歳 新潟
◎は主任

【表１】小学唱歌教科書編纂委員会（1909年6月発足）
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ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
編
纂
過
程
の
実
態
か
ら
し
て
、『
尋
常
小
学

唱
歌
』
所
収
歌
曲
の
多
く
は
、
文
部
省
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
た
東
京
音
楽
学
校
、

あ
る
い
は
東
京
帝
国
大
学
と
い
っ
た
官
立
学
校
に
関
係
を
も
つ
教
員
集
団
に
よ

る
合
作
だ
っ
た
と
理
解
す
る
し
か
な
い23
。

（
２
）『
赤
い
鳥
』
運
動
の
唱
歌
批
判
と
戦
後
に
お
け
る
官
製
イ
メ
ー
ジ
漂
白

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
の
教
科
書
疑
獄
事
件
を
受
け
、
国
定
教
科
書
が

導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
背
景
の
も
と
、「
著
作
権
者　

文
部
省
」
の

肩
書
き
が
も
た
ら
す
権
威
を
帯
び
て
公
刊
さ
れ
、
全
国
各
地
の
小
学
校
で
一
斉

に
使
用
さ
れ
始
め
た
『
尋
常
小
学
唱
歌
』
に
、
ま
も
な
く
強
力
な
対
抗
者
が
現

れ
た
。
童
謡
で
あ
る24
。

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
七
月
、「
西
洋
人
と
違
つ
て
、
わ
れ
〳
〵
日
本
人

は
、
哀
れ
に
も
殆
未
だ
嘗
て
、
子
供
の
た
め
に
純
麗
な
読
み
物
を
授
け
る
、
真

の
芸
術
家
の
存
在
を
誇
り
得
た
例
が
な
い
」
と
い
う
一
文
を
含
む
鈴
木
三
重
吉

の
「
標モ
ッ
ト
ー

榜
語
」
が
掲
げ
ら
れ
た
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
が
創
刊
さ
れ
る
と
、
官
製
の

唱
歌
に
対
す
る
批
判
へ
の
共
感
が
集
ま
り
、
民
間
で
私
製
さ
れ
る
童
謡
に
多
く

の
識
者
か
ら
賛
同
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
鈴
木
と
と
も
に
こ
の
ブ
ー
ム
を
主
導

し
た
北
原
白
秋
は
、
子
ど
も
が
歌
う
歌
は
子
ど
も
心
の
自
然
な
発
露
で
あ
る
べ

き
で
、
そ
こ
に
こ
そ
芸
術
性
が
あ
る
と
主
張
し
、
学
校
唱
歌
の
よ
う
な
大
人
が

子
ど
も
に
作
り
与
え
た
歌
曲
の
非
芸
術
性
に
対
す
る
批
判
を
繰
り
返
し
た25
。
や

が
て
、
民
間
の
商
業
主
義
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
、
雑
誌
、
レ
コ
ー
ド
、
ラ
ジ
オ

と
い
っ
た
近
代
的
な
メ
デ
ィ
ア
を
舞
台
に
数
多
く
の
童
謡
が
生
み
出
さ
れ
、
巷

間
に
流
通
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
以
後
し
ば
ら
く
、
校
門
の
内
側
で
教
師
に

歌
わ
さ
れ
る
唱
歌
と
、
放
課
後
そ
の
外
に
出
た
子
ど
も
が
自
由
に
口
ず
さ
む
べ

き
も
の
と
さ
れ
た
童
謡
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
官
と
民
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て

相
対
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。

だ
が
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
一
〇
〇
年
を
経
過
し
た
現
在
で
は
、
か
つ
て
あ
っ

た
唱
歌
と
童
謡
の
区
別
は
無
効
化
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
文
化

庁
と
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
は
、「
親
子
で
歌
い
つ
ご
う　

日
本

の
歌
百
選
」
全
国
公
募
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
日
本
の
歌
」
全
一
〇
一
曲
を
選

定
し
た26
。
具
体
的
な
選
定
曲
を
み
る
と
、
北
原
白
秋
作
詞
の
童
謡
「
あ
め
ふ

り
」「
か
ら
た
ち
の
花
」「
こ
の
道
」「
揺
籠
の
う
た
」
の
四
曲
と
、『
尋
常
小
学

唱
歌
』
所
収
の
「
茶
摘
み
」「
朧
月
夜
」「
春
が
来
た
」「
春
の
小
川
」「
ふ
じ

の
山
」「
冬
景
色
」「
故
郷
」「
村
祭
」「
も
み
じ
」「
雪
」「
わ
れ
は
海
の
子
」

の
一
一
曲
が
そ
ろ
っ
て
選
出
さ
れ
て
い
る
。
選
考
者
の
目
論
み
は
、「
長
い
間

歌
い
つ
が
れ
て
き
た
歌
を
媒
体
と
し
て
、
家
族
が
触
れ
合
う
機
会
を
増
や
す
と

と
も
に
、
貴
重
な
歌
の
文
化
を
後
世
へ
継
承
し
、
文
化
の
力
で
世
代
間
を
つ
な

ぐ
」27

こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
歌
が
か
つ
て
唱
歌
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
童
謡

だ
っ
た
の
か
の
区
別
は
問
題
で
は
な
い
。

さ
て
、
こ
の
う
ち
の
「
朧
月
夜
」「
春
が
来
た
」「
春
の
小
川
」「
故
郷
」

「
も
み
じ
」
の
五
曲
に
は
、「
作
詞
・
高
野
辰
之
／
作
曲
・
岡
野
貞
一
」
と
い

う
ク
レ
ジ
ッ
ト
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
の
効
果
で
、

一
〇
一
曲
の
一
覧
表
を
み
た
時
、
た
と
え
ば
「
赤
と
ん
ぼ
」
作
詞
・
三
木
露

風
／
作
曲
・
山
田
耕
筰
、「
あ
め
ふ
り
」
作
詞
・
北
原
白
秋
／
作
曲
・
中
山
晋

平
、「
い
い
日
旅
立
ち
」
作
詞
作
曲
・
谷
村
新
司
、「
涙
そ
う
そ
う
」
作
詞
・
森

山
良
子
／
作
曲
・
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
な
ど
、
併
記
さ
れ
て
い
る
他
の
歌
曲
と
の
隔
た

り
が
な
い
。
あ
え
て
作
詞
者
と
作
曲
者
の
個
人
名
を
表
記
す
る
こ
と
で
、
こ
れ

ら
は
大
日
本
帝
国
の
国
策
で
創
り
出
さ
れ
た
歌
曲
だ
っ
た
と
い
う
過
去
の
記
憶

が
漂
白
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
唱
歌
と
童
謡
の
区
別
が
問
題

と
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、
唱
歌
の
本
質
だ
っ
た
官
製
と
い
う
要
素
が
後
景
化

し
、
民
間
で
「
長
い
間
歌
い
つ
が
れ
て
き
た
歌
」
と
い
う
、
単
に
そ
れ
だ
け
の

イ
メ
ー
ジ
に
変
化
し
た
か
ら
だ
と
い
え
る
。

文
部
科
学
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
綱
解
説　

音
楽
編
』
に
お
い
て
も
、
音

楽
科
共
通
教
材
で
あ
る
こ
の
五
曲
と
あ
わ
せ
て
、「
日
の
丸
」
の
作
詞
者
は
高
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野
、
作
曲
者
は
岡
野
と
表
記
さ
れ
て
い
る28
。
し
か
し
、
生
前
の
両
者
は
、
自
分

が
こ
れ
ら
の
歌
曲
の
作
詞
な
い
し
作
曲
を
個
人
で
行
っ
た
と
い
う
告
白
も
主
張

も
し
て
い
な
い
。
本
年
（
二
〇
二
二
年
）
開
催
さ
れ
た
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー29
の
場

で
、「
作
詞
・
高
野
辰
之
／
作
曲
・
岡
野
貞
一
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
高
野
と
岡
野
の
没
後
（
一
九
四
七
年
／
一
九
四
一
年
没
）
に
『
尋
常

小
学
唱
歌
』
編
纂
当
時
を
知
る
者
が
誰
も
い
な
く
な
っ
て
か
ら
の
改
変
を
受
け

た
結
果
な
の
だ
、
と
い
う
衝
撃
的
な
説
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
の
改
変
経
緯
は
未

詳
で
今
後
の
調
査
の
進
展
が
待
た
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
歌
曲
を
第
二
次
大
戦
後

の
音
楽
教
育
の
現
場
で
無
理
な
く
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
戦
前
の
大
日
本
帝

国
に
よ
る
産
物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
漂
白
に
一
定
の
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
想

定
で
き
る
。

前
述
の
通
り
、『
尋
常
小
学
唱
歌
』
編
纂
の
様
子
を
伝
え
る
『
日
誌
』
の
記

事
は
、「
朧
月
夜
」
や
「
故
郷
」
と
い
っ
た
現
在
名
曲
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
評

価
を
得
て
い
る
歌
曲
が
、
高
野
辰
之
と
岡
野
貞
一
の
両
名
に
よ
る
創
作
と
は
断

定
で
き
な
い
現
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
曲
の
創
作
者
は
あ
く
ま
で

も
文
部
省
直
轄
組
織
の
小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
会
で
あ
る30
。
も
し
あ
え
て

代
表
者
を
一
人
だ
け
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
編
纂
委
員

長
の
湯
原
元
一
に
な
る
。
大
日
本
帝
国
を
公
人
と
し
て
生
き
た
大
人
の
都
合
で

子
ど
も
に
与
え
ら
れ
た
音
楽
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
長
く
歌
い
続
け
ら
れ
、
日

本
社
会
に
広
く
定
着
し
、
そ
の
実
績
を
も
と
に
高
い
芸
術
的
価
値
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
鈴
木
三
重
吉
や
北
原
白
秋
の
主
張
に
反
し
、「
徳
性
涵
養
」「
思
想
善

導
」「
国
民
教
化
」
と
い
っ
た
意
図
を
も
っ
た
官
製
の
音
楽
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
す
べ
て
が
俗
悪
と
は
限
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

四　

応
用
芸
術
と
し
て
の
音
楽
は
低
劣
か
？ 

（
１
）
小
学
校
音
楽
科
共
通
教
材
の
な
か
の
『
尋
常
小
学
唱
歌
』

『
尋
常
小
学
唱
歌
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
官
製
唱
歌
が
西
洋
由
来
の
曲
譜
に
日

本
語
の
歌
詞
を
付
与
し
た
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
二
〇
曲
す
べ
て
の
歌

詞
と
曲
譜
が
日
本
人
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
代

表
と
し
て
は
、
現
在
も
小
学
校
音
楽
科
共
通
教
材
（
全
二
四
曲
）
の
一
部
と

し
て
歌
い
継
が
れ
、
日
本
社
会
に
広
く
定
着
し
て
い
る
、
第
一
学
年
用
「
日
の

丸
の
旗
」「
か
た
つ
む
り
」、
第
二
学
年
用
「
富
士
山
」「
紅
葉
」、
第
三
学
年
用

「
春
が
来
た
」「
茶
摘
」「
虫
の
こ
ゑ
」、
第
四
学
年
用
「
春
の
小
川
」、
第
五
学

年
用
「
冬
景
色
」「
鯉
の
ぼ
り
」、
そ
し
て
第
六
学
年
用
「
朧
月
夜
」「
故
郷
」

「
わ
れ
は
海
の
子
」
の
一
三
曲
が
あ
る31
。

こ
れ
ら
の
歌
曲
を
引
き
続
き
小
学
校
教
育
の
現
場
で
活
用
す
る
こ
と
を
定
め

て
い
る
の
は
文
部
科
学
省
で
あ
る
。
同
省
が
公
開
し
て
い
る
学
習
指
導
要
綱
の

解
説
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

教
科
の
目
標
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
を
通
し
て
、
音
楽
的
な
見
方
・
考
え
方
を
働
か

せ
、
生
活
や
社
会
の
中
の
音
や
音
楽
と
豊
か
に
関
わ
る
資
質
・
能
力
を
次

の
と
お
り
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

⑴ 

曲
想
と
音
楽
の
構
造
な
ど
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も

に
、
表
し
た
い
音
楽
表
現
を
す
る
た
め
に
必
要
な
技
能
を
身
に
付
け

る
よ
う
に
す
る
。

　

⑵ 
音
楽
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
や
、
音
楽
を
味
わ
っ
て
聴
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　

⑶ 

音
楽
活
動
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
音
楽
を
愛
好
す

る
心
情
と
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
育
む
と
と
も
に
、
音
楽
に
親
し
む
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態
度
を
養
い
、
豊
か
な
情
操
を
培
う
。32

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
音
楽
教
育
に
お
い
て
は
他
教
科
と
の
連
動
が
ほ
と
ん

ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
も
自
律
的
な
音
楽
科
独
自
の
教
育
目
標
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
共
通
教
材
は
音
楽
科
独
自
の
教
材
で
あ
り
、
国
語
や
社
会
、

道
徳
と
い
っ
た
他
の
科
目
の
教
材
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
と
い
う
想
定
は
な
い
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
音
楽
教
材
は
、
政
治
的
あ
る
い
は
宗
教
的
な
目
的
が
付
与
さ

れ
た
応
用
芸
術
で
は
な
く
、
純
粋
芸
術
と
し
て
の
音
楽
と
い
う
位
地
を
獲
得
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
２
）『
尋
常
小
学
唱
歌
』
の
な
か
の
歴
史
唱
歌

こ
れ
に
対
し
て
、
本
来
の
『
尋
常
小
学
唱
歌
』
は
、
別
名
「
読
本
唱
歌
」
と

も
呼
ば
れ
た
よ
う
に
単
に
音
楽
芸
術
分
野
の
教
材
と
し
て
独
立
的
に
あ
っ
た
の

で
は
な
か
っ
た
。
国
語
読
本
や
修
身
、
そ
し
て
歴
史
の
各
教
科
書
と
連
結
し
、

国
語
教
育
の
道
具
と
し
て
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
家
が
国
民
に
提
示
す
る

規
範
と
し
て
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、
児
童
た
ち
の
情
操
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

も
っ
た
。
以
下
本
稿
で
着
目
す
る
の
は
、
歴
史
（
当
時
の
歴
史
的
事
件
で
あ
る

日
露
戦
争
を
含
む
）
や
歴
史
物
語
を
歌
っ
た
唱
歌
群
（
以
後
、「
歴
史
唱
歌
」）

で
あ
る
。

学
術
雑
誌
『
教
育
研
究
』
に
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
の
唱

歌
研
究
部
が
実
施
し
た
調
査
に
基
づ
く
「
児
童
の
趣
味
に
適
合
し
た
る
歌
曲

の
調
査
報
告
」
と
題
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
が
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
か
ら

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
か
け
て
一
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
て
い
る33
。

『
尋
常
小
学
唱
歌
』
の
教
育
現
場
へ
の
導
入
を
受
け
、
教
師
本
位
の
調
査
で
は

な
い
、「
児
童
本
位
、
即
ち
…
…
直
接
教
授
し
た
結
果
児
童
の
最
も
好
愛
し
た

歌
曲
、
ツ
マ
リ
児
童
の
感
想
を
基
本
と
し
た
調
査
」34

が
全
国
規
模
で
実
施
さ
れ

た
の
だ
っ
た35
。
あ
ら
か
じ
め
教
師
側
で
選
定
し
た
調
査
対
象
の
教
材
歌
曲
は
、

新
た
に
導
入
さ
れ
た
『
尋
常
小
学
唱
歌
』
所
収
の
も
の
に
限
ら
れ
ず
、
既
存
の

教
科
書
か
ら
の
も
の
も
含
め
て
、
各
学
年
各
学
期
各
二
曲
、
合
計
三
六
曲
に
の

ぼ
る
。

さ
て
こ
の
う
ち
、
小
学
校
音
楽
科
共
通
教
材
と
し
て
現
在
の
教
育
現
場
に
も

残
る
「
虫
の
声
」「
春
の
小
川
」「
冬
景
色
」
の
三
曲
と
、
歴
史
唱
歌
で
あ
る

「
二
宮
金
次
郎
」「
豊
臣
秀
吉
」「
広
瀬
中
佐
」「
橘
中
佐
」「
水
師
営
の
会
見
」

「
児
島
高
徳
」
の
六
曲36
に
注
目
し
た
い
（【
表
２
】）。
児
童
に
よ
る
好
き
嫌
い

の
感
想
を
点
数
化
す
る
と
、
ま
ず

小
学
校
音
楽
科
共
通
教
材
の
三
曲

に
つ
い
て
は
、
七
割
を
超
え
る
児

童
に
好
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
続
い
て
歴
史
唱
歌
の
六
曲
を

み
る
と
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
す

べ
て
の
歌
曲
に
つ
い
て
八
割
を
超

え
る
児
童
が
「
好
き
」
だ
と
い
っ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
共
通
教
材
三

曲
の
ポ
イ
ン
ト
を
上
回
っ
て
い
た

こ
と
が
判
明
す
る37
。
こ
の
結
果
を

受
け
た
調
査
者
は
、
ど
の
唱
歌
に

つ
い
て
も
「
相
当
学
年
児
童
の
趣

味
に
適
合
し
た
、
好
教
材
で
あ
る

と
云
ふ
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
」38

と

総
括
し
た
。

以
上
の
調
査
は
、
限
ら
れ
た
地

域
の
限
ら
れ
た
児
童
し
か
対
象
と

な
っ
て
お
ら
ず
、
当
時
教
材
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
た
歌
曲
の
す
べ

種類 学年 学期 曲名 好
（a）

好嫌ナシ
（b）

嫌
（c）

調査児童数
（d）

好む児童の
割合（a/d）

共通
教材

3 2 虫の声 874 43 205 1122 77.89%
4 1 春の小川 940 62 239 1241 75.74%
5 2 冬景色 705 50 157 912 77.30%

歴史
唱歌

2 1 二宮金次郎 1320 41 117 1478 89.30%
3 3 豊臣秀吉 744 19 152 915 81.31%
4 2 広瀬中佐 941 56 92 1089 86.40%
4 3 橘中佐 783 20 66 869 90.10%
5 3 水師営の会見 643 29 111 783 82.12%
6 1 児島高徳 856 36 115 1007 85.00%

初等教育研究会編輯『教育研究』176号（大日本図書、1918年３月）113 ～ 114頁、181号（同年８月）74頁、
191号（1919年６月）59 ～ 60頁より作成。100分率は小数点３桁以下を切り捨て。

【表２】後の小学校音楽科共通教材（３曲）と歴史唱歌（６曲）の好感度比較
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て
が
比
較
検
討
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
調
査
者
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う

に
、
各
学
校
の
音
楽
教
師
の
質
の
差
や
、
調
査
を
す
る
と
き
の
教
師
の
態
度
の

差
、
調
査
を
受
け
る
児
童
の
音
楽
的
素
養
の
差
な
ど
が
影
響
を
与
え
て
い
る

た
め
、「
此
の
結
果
の
如
何
を
以
て
、
直
ち
に
各
教
材
の
価
値
判
断
を
し
た
り
、

或
は
児
童
好
悪
の
標
準
と
す
る
こ
と
は
、
頗
る
危
険
」39

だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
児
童
の
生
の
声
が
多
数
収
め
ら
れ
た
貴
重
な
記

録
で
あ
る
。
純
粋
芸
術
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
音
楽
と
し
て
の
自

律
性
を
欠
い
た
応
用
芸
術
の
典
型
と
い
う
べ
き
歴
史
唱
歌
が
当
時
の
子
ど
も
た

ち
に
か
く
も
愛
好
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
べ
き
余
地

が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
こ
の
う
ち
の
一
曲
で
あ
る
「
児
島
高
徳
」
は
、『
尋
常
小
学
唱

歌
』
第
六
学
年
用
教
科
書
中
の
「
傑
作
」
と
評
さ
れ40
、
大
正
期
以
後
第
二
次
大

戦
以
前
の
学
校
教
育
を
通
過
し
た
日
本
人
な
ら
ば
誰
も
が
知
る
、
か
つ
て
の
名

曲
だ
っ
た41
。
元
弘
の
変
に
敗
れ
て
隠
岐
島
に
流
さ
れ
る
途
中
の
後
醍
醐
天
皇
と
、

そ
の
奪
回
を
試
み
た
児
島
高
徳
の
逸
話
は
、『
尋
常
小
学
国
語
読
本
』
の
教
材

と
し
て
も
読
み
習
わ
れ
、
国
語
科
そ
し
て
歴
史
科
の
教
授
内
容
と
連
動
す
る
こ

と
で
児
童
た
ち
に
強
い
印
象
を
与
え
た
。
こ
の
逸
話
の
主
題
で
、
新
た
に
作
ら

れ
た
唱
歌
に
も
詠
い
こ
ま
れ
た
情
操
の
第
一
は
忠
義
、
第
二
は
臥
薪
嘗
胆
で
あ

る
。
唱
歌
「
児
島
高
徳
」
を
習
い
覚
え
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
歌
詞
と
曲
調

に
よ
っ
て
、
後
醍
醐
天
皇
に
対
す
る
児
島
高
徳
の
忠
義
の
精
神
に
感
化
さ
れ
る

と
と
も
に
、
一
度
や
二
度
の
失
敗
で
く
じ
け
て
は
な
ら
な
い
、
必
ず
雪
辱
を
果

た
せ
、
と
い
う
戒
め
を
心
に
刻
ん
だ
。『
太
平
記
』を
典
拠
と
す
る
こ
の
逸
話
は
、

大
正
年
間
に
新
た
に
作
ら
れ
た
国
定
教
科
書
の
教
材
に
採
用
さ
れ
た
と
は
い
え
、

芝
居
に
演
じ
ら
れ
、
幾
種
類
も
の
錦
絵
に
描
か
れ
、
も
と
か
ら
民
間
で
親
し
ま

れ
て
い
た
。
歴
史
唱
歌
が
子
ど
も
心
に
培
っ
た
情
操
は
、
近
代
国
家
の
成
立
以

前
か
ら
育
ま
れ
た
価
値
観
や
美
意
識
に
根
ざ
す
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る42
。

唱
歌
「
児
島
高
徳
」
が
当
時
の
児
童
に
愛
好
さ
れ
た
理
由
は
、
父
母
も
祖
父

母
も
よ
く
知
る
馴
染
み
の
物
語
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
歌
詞
が
、
新
た
に
創
作
さ

れ
た
趣
深
い
短
調
の
旋
律
と
融
合
し
、
歌
曲
と
し
て
の
完
成
度
が
高
か
っ
た
か

ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
学
校
や
教
師
の
一
方
的
な
訓
戒
が
子
ど
も
た
ち
に
好
ま

れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
そ
も
そ
も
日
本
の
伝
統
音
楽
の
多
く
は
音
楽
と
し
て

の
自
律
性
か
ら
縁
遠
い43
。
同
じ
第
六
学
年
用
の
「
朧
月
夜
」
や
「
故
郷
」
と
違
っ

て
「
児
島
高
徳
」
が
現
在
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
第

二
次
大
戦
後
に
お
け
る
教
育
観
の
転
換
を
受
け
て
歴
史
唱
歌
の
す
べ
て
が
小
学

校
教
育
の
現
場
か
ら
追
放
さ
れ44
、
そ
れ
か
ら
か
な
り
の
時
間
が
経
過
し
た
こ
と

に
よ
る
。
歴
史
唱
歌
の
各
曲
が
音
楽
的
に
も
芸
術
的
に
も
劣
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
は
断
定
で
き
な
い
。

五　

湯
原
元
一
の
論
説
分
析

以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
官
製
の
音
楽
は
必
ず
し
も
俗
悪
で
は
な
く
、
応

用
芸
術
と
し
て
の
音
楽
は
必
ず
し
も
低
劣
で
は
な
い
。
こ
の
理
解
を
前
提
に
、

い
よ
い
よ
、
東
京
音
楽
学
校
校
長
に
し
て
小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
長
を
務

め
た
湯
原
元
一
が
公
に
し
て
い
た
論
考
を
分
析
し
て
ゆ
く
。

（
１
）
伝
統
音
楽
の
刷
新
と
い
う
社
会
的
要
請

小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
会
発
足
の
前
月
に
あ
た
る
一
九
〇
九
（
明
治

四
二
）
年
五
月
一
〇
日
、
湯
原
元
一
謹
述
『
戊
申
詔
書
釈
義
』
と
い
う
冊
子
が

出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
露
戦
争
後
の
社
会
的

思
想
的
混
乱
を
収
拾
す
べ
く
動
き
だ
し
た
政
府
が
発
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

と
っ
た
湯
原
は
、
し
ば
し
熟
考
の
後
、
彼
独
自
の
解
釈
を
発
表
し
た
。

戊
申
詔
書
の
注
釈
書
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
な
か
、
や
や
後
発
だ
っ
た
湯
原

に
よ
る
釈
義
の
特
異
点
は
、
詔
書
の
前
段
に
あ
る
「
東
西
相
倚
り
彼
此
相
済
し

以
て
其
の
福
利
を
共
に
す
」
の
一
節
を
重
く
み
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
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一
節
の
釈
義
と
し
て
「
恰
も
人
と
人
と
の
関
係
が
各
人
の
幸
福
と
な
り
利
益
と

な
る
が
如
く
に
、
国
と
国
と
の
関
係
が
則
ち
各
国
の
幸
福
と
利
益
と
な
る
な

り
」45

と
い
う
一
文
を
加
え
た
湯
原
は
、
一
二
四
頁
に
及
ぶ
冊
子
全
体
の
な
か
で
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
が
西
洋
諸
国
の
経
験
に
学
ぶ
こ
と
の
必
要
を
繰
り
返
し
唱
え

た
。「
ト
ル
ス
ト
イ
、
メ
チ
ニ
コ
ー
フ
等
の
偉
才
碩
学
」
を
輩
出
し
た
ロ
シ
ア

の
よ
う
に
「
学
問
技
芸
の
奨
励
」
に
心
が
け
た
い
。
労
働
者
や
社
会
的
弱
者
の

経
済
的
自
活
を
支
援
す
る
「
独
逸
の
社
会
政
策
」
や
「
英
国
の
郵
便
貯
金
法
」

と
い
っ
た
制
度
に
倣
う
べ
き
だ
。
と
は
い
え
、
普
仏
戦
争
の
後
に
「
戦
勝
国
た

る
普
国
が
却
つ
て
風
俗
驕
怠
奢
侈
」
に
溺
れ
た
こ
と
は
教
訓
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
、
バ
ッ
ク
ル
、
ゲ
ー
テ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
知
識
人
た
ち

の
警
句
に
は
詔
書
の
文
言
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
傾
聴
に
値
す
る
。
湯
原
に
よ

れ
ば
、
日
露
戦
争
後
に
一
等
国
と
な
っ
た
日
本
は
、
あ
く
ま
で
も
「
世
界
の
列

国
と
共
に
」
進
歩
発
展
の
道
を
歩
む
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
当
然
、

社
会
の
持
続
的
な
改
良
を
要
す
る
。
単
純
な
伝
統
墨
守
な
ど
論
外
の
愚
見
で
あ

る
。以

上
に
要
点
を
み
た
湯
原
の
詔
書
解
釈
は
、
本
稿
冒
頭
に
登
場
し
た
国
語
学

者
の
山
田
孝
雄
が
叙
述
し
た
『
戊
申
詔
書
義
解
』
の
趣
旨
と
は
ま
る
で
異
な
る
。

同
じ
詔
書
の
解
説
で
も
、
山
田
に
は
諸
外
国
に
学
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
発
想
が
な

く
、
西
洋
の
文
献
か
ら
の
引
用
も
ひ
と
つ
も
な
い
。
と
も
に
文
部
省
の
委
嘱
を

受
け
る
立
場
に
あ
っ
た
二
人
だ
が
、
そ
の
方
向
性
の
違
い
は
顕
著
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
を
も
つ
湯
原
は
、
自
身
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
音
楽
の
分
野

で
も
「
刷
新
」
の
必
要
を
確
信
し
て
い
た
。
小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
会
の

活
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
約
一
年
を
経
過
し
た
時
点
で
発
表
さ
れ
た
論
考
の
一
節

を
み
て
お
こ
う
。

一
般
に
三
絃
楽
に
趣
味
を
有
す
る
も
の
は
、
比
較
的
教
育
の
少
い
社
会
の

人
に
多
く
又
各
流
派
共
固
陋
で
兎
角
旧
習
に
拘
泥
し
易
く
、
各
家
元
は
割

拠
の
姿
で
あ
り
、
師
匠
連
中
に
は
所
謂
芸
人
肌
を
以
て
任
ず
る
人
さ
へ
も

あ
り
三
絃
が
果
し
て
今
日
以
後
の
国
楽
の
唯
一
楽
器
と
し
て
生
命
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
時
代
は
如
何
な
る
音
楽
を
要
求
し
つ
ゝ
あ
る
か
、

今
後
の
音
楽
者
は
如
何
な
る
覚
悟
を
要
す
る
か
な
ど
い
ふ
問
題
に
は
更
に

触
れ
や
う
と
も
し
な
い
人
が
多
い
や
う
で
あ
る
、
こ
れ
は
三
絃
楽
の
将
来

か
ら
見
て
頗
る
遺
憾
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
／
以
上
述
べ
た
所
で
見
る
と
、

洋
楽
は
次
第
に
隆
盛
に
な
つ
て
来
た
が
要
す
る
に
国
民
楽
た
る
に
は
矢
張

り
我
国
在
来
の
雅
楽
能
楽
俗
楽
等
を
基
礎
と
し
て
こ
れ
を
刷
新
す
る
と
い

ふ
所
に
立
脚
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
の
大
事
業
は
在
来
の
邦
楽
家
殊
に
各

流
の
家
元
に
望
ん
だ
所
で
今
の
状
態
で
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
ふ
有
様
で

あ
る
、46

こ
の
段
の
主
題
は
新
た
な
「
国
民
楽
」
を
創
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
訴
え
だ
が
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
「
我
国
在
来
の
雅
楽
能
楽
俗
楽
等
を
基

礎
と
し
て
こ
れ
を
刷
新
す
る
」
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
日
本

の
「
俗
楽
」
の
代
表
は
三
味
線
音
楽
で
あ
る
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
の
道

の
専
門
家
で
あ
る
「
各
家
元
」
た
ち
に
こ
の
事
業
を
委
ね
た
い
と
こ
ろ
だ47
。
と

こ
ろ
が
、
彼
ら
は
「
比
較
的
教
育
の
少
い
社
会
の
人
に
多
」
い
せ
い
か
、「
各

流
派
共
固
陋
で
兎
角
旧
習
に
拘
泥
」
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
三
味
線
音

楽
の
「
師
匠
連
中
」
に
新
た
な
「
国
民
楽
」
の
創
造
と
い
う
大
事
業
へ
の
参
画

を
望
ん
で
も
、
今
の
ま
ま
で
は
到
底
「
不
可
能
」
だ
。
三
味
線
音
楽
で
は
な

か
っ
た
が
、
当
時
の
湯
原
校
長
は
、
東
京
音
楽
学
校
邦
楽
調
査
掛
嘱
託
と
し
て

平
家
音
楽
の
保
存
活
動
に
従
事
し
て
い
た
館
山
漸
之
進
と
も
意
見
の
相
違
か
ら

反
目
し
あ
っ
て
い
た48
。
館
山
は
、
国
家
に
よ
っ
て
平
家
音
楽
の
伝
統
的
様
式
が

そ
の
ま
ま
永
続
的
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
熱
望
し
て
い
た
の
だ
が
、
湯
原
は
館

山
の
要
求
を
こ
と
ご
と
く
斥
け
て
い
る
。

国
語
学
者
の
山
田
孝
雄
や
平
曲
家
の
館
山
漸
之
進
な
ど
、
伝
統
の
保
守
に
至
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上
の
価
値
を
認
め
る
人
び
と
と
湯
原
と
の
違
い
が
さ
ら
に
際
立
つ
例
を
み
て
お

く
。
そ
れ
は
社
会
主
義
の
待
遇
如
何
で
あ
る
。

我
邦
で
は
単
に
国
家
観
念
を
道
徳
的
に
、
而
も
頗
る
古
風
な
道
徳
的
に
養

成
す
る
こ
と
を
務
め
て
、
今
日
の
立
憲
政
体
に
関
す
る
諸
般
必
要
の
知
識

を
授
く
る
こ
と
を
怠
つ
て
居
る
…
…
〔
ド
イ
ツ
の
〕
教
育
家
の
多
く
は
社

会
主
義
も
一
つ
の
主
義
で
あ
る
故
、
直
接
他
人
に
害
を
加
へ
な
い
間
は
自

由
活
動
の
余
地
を
与
え
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
へ
て
居
る
か
ら
、
此
教

育
を
以
て
社
会
主
義
の
勢
力
を
殺
が
う
な
ど
い
ふ
考
は
毛
頭
無
い
。49

湯
原
は
こ
こ
で
、「
頗
る
古
風
な
道
徳
」
に
の
み
依
拠
し
た
「
国
家
観
念
」

を
養
成
す
る
だ
け
の
教
育
方
針
を
批
判
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
い
っ
た

教
育
で
は
、
立
憲
政
体
の
運
営
に
必
要
な
諸
知
識
を
国
民
に
伝
授
で
き
ず
、
い

ず
れ
普
通
選
挙
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
そ
の
後
の
展
望
が

開
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
注
目
す
る
べ
き
は
、
こ
の
流
れ
の
な
か
で
「
社
会
主

義
も
一
つ
の
主
義
で
あ
る
故
、
直
接
他
人
に
害
を
加
へ
な
い
間
は
自
由
活
動
の

余
地
を
与
え
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
ド
イ
ツ
の
教
育
家
た
ち
の
考
え
を

紹
介
し
、
暗
に
社
会
主
義
を
擁
護
し
て
い
る
こ
と
だ
。
自
分
の
意
見
と
し
て
直

接
的
に
表
明
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
官
立
学
校
に
籍
を
お
く
高
等
教
育
官
の

立
場
に
あ
っ
た
人
物
の
こ
の
時
点
に
お
け
る
公
的
発
言
と
し
て
、
き
わ
め
て
興

味
深
い
。

湯
原
の
基
本
的
な
考
え
に
は
、「
国
家
は
国
民
の
人
格
を
認
め
て
、
其
の
独

立
自
営
し
て
之
を
全
う
せ
ん
こ
と
を
期
す
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た50
。「
独
立

自
営
」
し
て
、
他
者
と
は
異
な
る
自
己
の
意
見
を
も
つ
国
民
が
存
在
す
る
こ
と

は
、
国
家
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
望
ま
し
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
２
）
慰
安
と
娯
楽
と
い
う
音
楽
の
効
用

湯
原
は
な
ぜ
社
会
主
義
に
一
定
の
理
解
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
れ

は
、
社
会
主
義
が
流
行
す
る
そ
も
そ
も
の
原
因
に
は
資
本
主
義
の
浸
透
に
よ
る

生
存
競
争
の
激
化
と
貧
富
の
拡
大
が
あ
る
こ
と
を
正
し
く
洞
察
し
、
こ
の
日
本

社
会
に
は
過
酷
な
労
働
条
件
に
あ
え
ぐ
都
市
労
働
者
や
、
競
争
に
敗
れ
困
窮
の

極
み
に
あ
る
都
市
ス
ラ
ム
の
住
民
と
い
っ
た
、
社
会
的
経
済
的
弱
者
が
現
に
数

多
く
存
在
し
て
い
る
事
実
を
重
く
受
け
止
め
て
い
た
か
ら
だ
。
実
際
、
湯
原
は

『
戊
申
詔
書
釈
義
』
で
も
、「
自
活
の
資
本
な
き
国
民
」
が
「
奴
隷
の
境
遇
」

に
耐
え
忍
ば
ざ
る
を
え
な
い
現
状
を
憂
慮
し
、「
独
逸
の
社
会
政
策
」
の
成
功

に
倣
う
べ
き
を
強
く
訴
え
て
い
た51
。

こ
の
よ
う
な
考
え
を
も
つ
湯
原
は
、
自
身
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
音
楽
の
分
野

で
「
社
会
政
策
」
に
貢
献
す
る
道
を
探
っ
て
い
た
。
翌
月
に
い
よ
い
よ
『
尋
常

小
学
唱
歌
』
第
一
学
年
用
の
公
刊
を
控
え
て
い
た
一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年

四
月
に
発
表
さ
れ
た
論
文
「
社
会
政
策
と
音
楽
の
利
用
」
を
確
認
し
よ
う
。

最
も
多
く
慰﹇
マ
マ
﹈

籍
制
度
の
必
要
を
感
ず
る
の
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
都
会
で

あ
る
。
都
会
は
生
存
競
争
の
最
も
盛
ん
に
行
は
る
ゝ
処
で
あ
る
。
都
会
は
、

優
勝
者
か
ら
見
れ
ば
、
極
楽
で
あ
る
が
、
劣
敗
者
か
ら
見
れ
ば
、
地
獄
で

あ
る
。
世
に
修
羅
の
巷
と
い
ふ
も
の
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
其
れ
は
今
日
の

文
明
国
の
都
会
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
、
凡
そ
精
神
上
の
慰﹇
マ
マ
﹈
籍
を
求
め
て
居

る
も
の
は
、
此
の
都
会
が
一
番
多
い
。
…
…
娯
楽
機
関
は
、
多
く
は
中
以

上
の
社
会
の
為
に
存
す
る
も
の
で
、
其
の
恩
沢
は
、
最
も
慰﹇
マ
マ
﹈

籍
を
必
要
と

す
る
下
層
社
会
に
及
ん
で
居
な
い
。
何
処
に
這
入
る
に
も
先
立
つ
も
の
は

金
で
あ
る
。
…
…
吾
輩
の
考
へ
で
は
、
此
の
日
比
谷
の
公
園
音
楽
は
、
之

を
こ
の
ま
ゝ
に
し
て
置
い
て
、
日
比
谷
の
外
上
野
に
も
、
山
内
に
も
、
深

川
に
も
、
山
王
に
も
、
将
た
山
下
に
も
、
到
る
処
の
公
園
―
―
実
は
公
園
、

就
中
ス
ク
エ
ア
の
数
が
足
ら
な
い
。
モ
ッ
ト
増
し
て
現
在
の
二
三
位
倍
に
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す
る
必
要
が
あ
る
―
―
に
公
園
音
楽
を
設
け
て
、
一
般
の
人
々
、
別
け
て

下
層
社
会
の
人
々
に
聴
か
す
る
が
好
い
と
思
ふ
。
而
し
て
又
之
に
用
ふ
る

音
楽
は
、
必
し
も
高
尚
な
、
正
式
な
も
の
で
な
く
つ
て
も
宜
し
い
。
今
の

陸
海
軍
の
楽
隊
よ
り
も
、
ズ
ッ
ト
下
つ
た
も
の
で
も
構
は
ぬ
。
就
中
演
奏

す
る
曲
目
の
如
き
は
、
成
る
だ
け
一
般
の
人
々
の
耳
に
入
り
易
い
も
の
を

選
ぶ
が
好
い
。
こ
ん
な
種
類
の
音
楽
は
、
其
の
目
的
が
重
に
中
以
下
の
社

会
の
為
に
、
其
の
疲
れ
た
る
心
身
を
慰
め
て
遣
ら
う
と
い
ふ
に
あ
る
か
ら
、

主
と
し
て
此
の
目
的
を
貫
徹
す
る
こ
と
に
務
め
て
、
趣
味
の
向
上
的
養
成

な
ど
い
ふ
こ
と
は
、
之
を
二
番
目
に
も
、
三
番
目
に
も
置
く
や
う
に
す
る

の
が
、
寧
ろ
当
然
で
あ
る
。
俗
曲
な
ど
の
中
で
、
面
白
く
て
稍
ゝ
品
の
好

い
の
を
選
べ
ば
、
其
れ
で
沢
山
で
あ
る
。
西
洋
の
楽
器
で
日
本
の
音
楽
を

遣
る
の
は
宜
し
く
な
い
な
ど
い
ふ
こ
と
は
、
こ
れ
は
専
門
音
楽
者
の
議
論

で
、
こ
ん
な
場
合
に
適
用
す
べ
き
こ
と
で
は
勿
論
な
い
と
思
ふ
。52

こ
こ
に
明
ら
か
な
の
は
都
会
の
「
下
層
社
会
」
へ
の
着
眼
で
あ
る
。
都
会
は

優
勝
者
に
と
っ
て
は
「
極
楽
」
だ
が
劣
敗
者
に
は
「
地
獄
」
だ
。「
先
立
つ
も

の
は
金
」
の
世
の
中
で
あ
る
た
め
、
経
済
力
が
な
い
人
び
と
は
都
市
型
の
娯
楽

施
設
を
利
用
で
き
な
い
。
生
存
競
争
の
敗
者
の
地
位
に
押
し
や
ら
れ
、
痛
め
つ

け
ら
れ
、
も
っ
と
も
慰
安
が
必
要
な
人
び
と
に
そ
の
恩
恵
が
及
ん
で
い
な
い
の

だ
。
そ
こ
で
役
立
つ
の
が
音
楽
で
あ
る
。
具
体
的
な
一
案
と
し
て
は
、
都
市
の

公
園
に
来
れ
ば
誰
で
も
無
料
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
「
公
園
音
楽
」
の
設
置
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
部
の
上
流
階
層
が
愛
好
す
る
「
高
尚
な
、
正
式
な
」

音
楽
で
な
く
て
よ
い
。
日
々
の
生
活
に
疲
れ
た
心
身
を
慰
め
る
と
い
う
目
的
に

か
な
う
こ
と
が
最
優
先
だ
か
ら
「
俗
曲
」
で
か
ま
わ
な
い
。
つ
ま
り
湯
原
は
、

純
粋
芸
術
で
は
な
い
応
用
芸
術
と
し
て
の
音
楽
に
価
値
を
認
め
、
そ
れ
が
公
的

に
導
入
さ
れ
、
社
会
に
漸
次
定
着
し
て
ゆ
く
道
を
模
索
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

湯
原
が
同
情
を
寄
せ
る
の
は
都
会
の
「
下
層
社
会
」
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

下
層
社
会
で
は
、
音
楽
に
対
し
て
案
外
多
く
の
興
味
を
有
つ
て
居
る
か

ら
、
此
の
社
会
慰﹇
マ
マ
﹈

籍
の
道
具
と
し
て
、
音
楽
を
使
用
す
る
の
は
、
最
も
有

効
の
方
法
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
そ
ん
な
ら
、
其
の
実
行
は
、
一
体
何
う
す

れ
ば
一
番
好
い
か
と
い
ふ
に
地
方
に
流
行
つ
て
居
る
、
盆
踊
な
ど
の
改
良

も
其
の
一
法
で
あ
ら
う
。
吾
輩
が
嘗
つ
て
或
る
地
方
の
役
人
を
務
め
て
居

た
時
に
、
警
察
の
方
で
以
て
、
盆
踊
は
衛
生
上
風
俗
上
有
害
で
あ
る
か
ら
、

之
を
禁
止
し
や
う
と
い
ふ
事
を
申
出
た
が
、
自
分
は
之
に
反
対
し
た
。
其

の
訳
は
、
盆
踊
は
仮
令
衛
生
上
風
俗
上
多
少
有
害
で
あ
つ
て
も
、
朝
か
ら

晩
ま
で
、
汗
水
滴
ら
し
て
稼
い
て
居
る
、
百
姓
の
一
年
唯
ゝ
一
回
の
娯
楽

を
奪
ふ
の
は
、
如
何
に
も
気
の
毒
な
次
第
で
あ
る
。
而
己
な
ら
ず
、
其
れ

に
伴
ふ
弊
害
は
指
導
の
仕
方
で
は
、
ま
ん
ざ
ら
矯
正
の
出
来
な
い
も
の
で

も
な
い
。

今
日
で
は
最
も
割
り
の
悪
い
百
姓
を
し
て
、
楽
ん
で
其
の
家
業
に
従
事

せ
し
む
る
に
は
、
徒
に
之
を
責
め
立
つ
る
ば
か
り
で
は
い
け
な
い
。
彼
等

に
多
少
の
娯
楽
を
与
え
て
遣
ら
ね
は
な
ら
ぬ
。
今
日
の
小
作
人
等
が
、
能

く
其
の
位
置
に
安
ん
じ
て
居
る
の
は
、
畢
竟
、
極
め
て
詰
ま
ら
な
い
田
舎

の
片
隅
に
で
も
、
我
家
と
い
ふ
も
の
が
あ
つ
て
、
且
其
れ
に
は
一
種
都
会

で
味
ふ
こ
と
の
出
来
ぬ
、
人
情
自
然
の
娯
楽
が
纏
は
り
附
い
て
、
之
を
忘

れ
ん
と
し
て
も
、
遂
に
忘
る
ゝ
こ
と
の
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…
…
盆

踊
の
歌
な
ど
い
ふ
も
の
は
、
音
楽
上
頗
ぶ
る
幼
稚
の
も
の
で
は
あ
る
が
、

元
来
、
一
切
の
技
巧
を
加
へ
な
い
、
全
く
の
自
然
生
の
も
の
で
、
且
其
の

程
度
も
、
亦
最
も
能
く
之
を
歌
ふ
も
の
に
相
応
し
て
居
る
か
ら
其
の
人
の

心
を
引
付
け
る
力
と
い
ふ
も
の
は
、
存
外
に
強
烈
な
も
の
で
あ
る
。
こ
ん

な
理
由
か
ら
し
て
、
盆
踊
な
ど
い
へ
ば
、
世
人
は
先
づ
一
概
に
之
を
軽
視

す
る
に
拘
は
ら
ず
、
地
方
住
民
の
心
を
其
の
土
地
に
結
び
付
け
る
に
は
、

大
に
与
つ
て
力
あ
る
も
の
で
あ
る
。
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尤
も
此
の
力
は
、
必
し
も
盆
踊
に
限
つ
て
、
存
す
と
い
ふ
次
第
で
は
な

い
。
総
て
小
供
の
中
か
ら
聴
き
慣
れ
て
居
る
、
地
方
固
有
の
歌
に
は
、
皆

多
少
此
の
力
が
備
は
つ
て
居
る
。53

こ
こ
で
は
「
地
方
」
と
「
地
方
固
有
の
歌
」
へ
の
着
眼
が
認
め
ら
れ
る
。
都

会
と
同
様
に
地
方
に
も
「
朝
か
ら
晩
ま
で
、
汗
水
滴
ら
し
て
」
働
く
「
百
姓
」

た
ち
が
い
る
。
日
々
の
労
働
に
倦
み
疲
れ
て
い
る
彼
ら
か
ら
、
年
一
回
唯
一
の

「
娯
楽
」
で
あ
る
「
盆
踊
」
を
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
。「
衛
生
上
風
俗
上
有
害

で
あ
る
」
と
い
う
の
な
ら
ば
そ
れ
は
「
改
良
」
し
て
用
い
れ
ば
よ
い
こ
と
だ
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
盆
踊
の
歌
の
よ
う
な
「
音
楽
上
頗
ぶ
る
幼
稚
の
も
の
」

は
、
素
朴
で
あ
る
だ
け
に
「
人
の
心
を
引
付
け
る
力
」
が
か
え
っ
て
「
強
烈
」

で
あ
る
。
盆
踊
の
歌
に
限
ら
ず
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
歌
は
「
地
方
住
民
の

心
を
其
の
土
地
に
結
び
付
け
る
」
大
き
な
力
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
こ
か
ら
も
、

音
楽
を
純
粋
芸
術
と
し
て
で
は
な
く
応
用
芸
術
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
を
い
か
に

活
用
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
考
察
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
湯
原
が
想
定
し

て
い
た
「
国
民
楽
」
と
も
密
接
に
関
連
し
た
。

都
会
の
下
層
社
会
に
向
け
た
公
園
音
楽
と
地
方
農
村
に
向
け
た
改
良
盆
踊
に

加
え
、
各
種
学
校
で
勉
学
に
勤
し
む
学
生
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
ほ
し
い
音
楽
が

あ
っ
た
。

娯
楽
も
亦
必
要
で
あ
る
。
只
厳
粛
主
義
一
点
張
り
で
押
通
し
て
青
年
に
苦

痛
を
感
じ
さ
せ
る
だ
け
で
は
よ
く
な
い
。
…
…
日
本
に
は
困
難
な
事
情
が

あ
る
。
と
い
ふ
の
は
西
洋
の
青
年
の
会
合
に
は
唱
歌
は
欠
く
可
か
ら
ざ
る

も
の
で
あ
つ
て
、
之
な
く
て
は
会
合
は
成
立
し
な
い
と
言
つ
て
も
可
い
位

で
あ
る
。
随
つ
て
青
年
に
適
す
る
歌
曲
が
十
分
に
具
つ
て
居
る
が
、
日
本

に
は
之
が
欠
乏
し
て
居
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
般
に
唱
歌
を
好
ま
ぬ
風

習
が
あ
る
。
…
…
音
楽
者
の
方
に
於
て
青
年
の
趣
好
に
適
す
る
曲
譜
を
工

夫
し
て
恰
も
彼
の
ド
イ
ツ
の
学
生
用
の
コ
ン
メ
ル
ス
ブ
ッ
フ
（
学
生
宴
会

唱
歌
集
）
の
や
う
な
も
の
を
選
定
す
る
こ
と
も
亦
必
要
で
あ
る
。54

日
々
の
勉
学
に
疲
弊
す
る
「
青
年
」
た
ち
に
も
「
娯
楽
」
は
必
要
だ
。「
只

厳
粛
主
義
一
点
張
り
で
押
通
し
て
青
年
に
苦
痛
を
感
じ
さ
せ
る
だ
け
で
は
よ

く
な
い
」。
湯
原
は
こ
こ
で
も
、
ド
イ
ツ
の
学
生
文
化
を
好
例
と
し
て
紹
介
し
、

そ
こ
で
さ
か
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
「
学
生
宴
会
唱
歌
」
の
効
用
を
積
極
的

に
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
、
純
粋
芸
術
で
は
な
い
応
用
芸
術
と
し
て

の
音
楽
を
擁
護
す
る
た
め
の
議
論
と
い
え
よ
う
。

（
３
）
音
楽
教
師
の
需
要
創
出

湯
原
は
な
ぜ
、
純
粋
芸
術
で
は
な
い
応
用
芸
術
と
し
て
の
音
楽
に
価
値
を
見

出
し
、
そ
れ
が
公
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
音
楽
の
社
会
的
需
要
が
拡

大
し
て
ゆ
く
こ
と
を
願
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
彼
が
東
京
音
楽
学
校
校
長
の
立

場
に
あ
り
、
そ
の
職
に
課
せ
ら
れ
た
も
っ
と
も
重
要
な
使
命
を
自
覚
し
て
い
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
湯
原
は
音
楽
家
で
も
芸
術
家
で
も
な
く
教
育
者
で
あ

る
。楽
団
の
ト
ッ
プ
で
は
な
く
学
校
の
ト
ッ
プ
な
の
だ
。そ
の
眼
前
に
は
、
日
々

必
死
に
音
楽
の
修
練
に
励
む
学
生
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
湯
原
が
東
京

音
楽
学
校
学
友
会
の
雑
誌
『
音
楽
』
に
寄
稿
し
た
論
文
「
音
楽
教
師
の
為
に
言

ふ
」
を
読
み
た
い
。

ク
レ
ッ
チ
ュ
マ
ー
ル
氏
の
『
音
楽
上
の
時
事
問
題
〔
』〕
の
中
に
、『
今
日

の
状
態
で
は
、
凡
そ
生
徒
中
其
の
十
分
の
九
は
、
音
楽
教
師
と
な
る
べ
き

運
命
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
学
校
で
も
、
生
徒
を
し
て
此
の
運
命

を
其
の
失
敗
と
思
は
ず
、
却
つ
て
之
を
其
の
天
職
と
視
做
し
、
此
の
位
置

よ
り
し
て
独
逸
音
楽
の
発
展
の
為
に
盡
さ
し
む
る
や
う
、
能
く
心
を
用

ひ
て
指
導
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
』
と
言
つ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
実
に
尤
な
こ
と
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で
、
就
中
我
邦
で
は
特
に
さ
う
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
音
楽
を
専
門
に
研
究

し
た
も
の
が
、
演
奏
者
と
し
て
其
の
身
を
立
て
た
い
と
い
ふ
の
は
、
無
理

も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
如
何
ほ
ど
さ
う
思
つ
て
も
、
自
分
の
力
量
が
足

り
な
い
か
、
又
は
社
会
に
其
の
需
要
が
な
い
と
、
唯
思
ふ
だ
け
で
あ
つ
て
、

其
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
今
日
は
日
本
唯
一
の
大
都
会
た

る
東
京
で
さ
へ
、
音
楽
演
奏
会
―
―
無
論
西
洋
音
楽
の
―
―
は
一
向
振
は

ぬ
。55

雑
誌
『
音
楽
』
は
こ
の
直
前
号
ま
で
、
湯
原
の
手
に
な
る
ヘ
ル
マ
ン
・
ク

レ
ッ
チ
ュ
マ
ー
ル
『
音
楽
上
の
時
事
問
題
』
の
抄
訳
を
連
載
し
て
い
た56
。
そ
の

議
論
の
ひ
と
つ
に
音
楽
学
校
の
卒
業
生
た
ち
の
処
遇
如
何
が
あ
っ
た
。
西
洋
音

楽
の
本
場
で
、
純
粋
芸
術
と
し
て
の
音
楽
が
あ
る
程
度
は
社
会
に
根
づ
い
て
い

る
ド
イ
ツ
で
あ
っ
て
も
、
音
楽
学
校
の
卒
業
生
た
ち
の
多
く
は
本
職
の
演
奏
者

と
し
て
身
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
十
分
の
九
は
、
音
楽
教
師
と
な
る
べ

き
運
命
」
に
あ
る
。
い
ま
だ
音
楽
の
社
会
的
価
値
が
十
分
に
認
め
ら
れ
て
い
な

い
日
本
に
お
い
て
演
奏
者
と
し
て
自
活
し
て
ゆ
く
の
は
な
お
さ
ら
狭
き
道
だ
っ

た
。
湯
原
は
、
音
楽
を
専
門
的
に
研
究
し
た
の
に
音
楽
家
に
な
る
夢
を
実
現
で

き
な
い
学
生
た
ち
を
失
敗
者
と
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
ク
レ
ッ
チ
ュ
マ
ー

ル
の
主
張
に
大
い
に
賛
同
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
を
救
済
す
る
に
は
、
音
楽
教

師
の
職
務
が
国
家
の
隆
盛
に
も
音
楽
の
発
展
に
も
寄
与
す
る
と
理
解
さ
せ
た
上

で
、
彼
ら
が
音
楽
教
師
を
「
天
職
」
と
み
な
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
導
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
音
楽
教
師
の
社
会
的
地
位
を
高
め
る
べ
く
、
世
に

提
言
し
続
け
る
こ
と
も
必
要
だ
。

以
上
を
念
頭
に
、
こ
こ
で
湯
原
は
は
っ
き
り
と
、
純
粋
芸
術
に
相
対
す
る
応

用
芸
術
と
し
て
の
音
楽
の
擁
護
を
表
明
す
る
。
同
論
文
の
続
き
を
み
よ
う
。

総
て
芸
術
と
い
ふ
も
の
は
、
通
常
之
を
自フ
ラ
イ
ヱ
ク
ン
ス
ト

由
芸
術
と 

被ヂ
ー
テ〔
ナ
〕ン
デ
ク
ン
ス
ト

役
芸
術 

と
の

二
つ
に
分
つ
の
で
あ
る
が
、
此
の
二
つ
は
何
れ
も
必
要
な
も
の
で
、
漫
り

に
其
の
間
に
、
軽
重
の
等
差
を
付
け
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら

か
と
い
ふ
と
、
歴
史
の
上
で
は
被
役
芸
術
の
方
が
、
自
由
芸
術
の
方
よ
り

前
き
に
発
達
し
て
居
る
、
音
楽
に
関
し
て
は
特
に
さ
う
で
あ
る
。
音
楽
の

隆
盛
に
な
つ
た
の
は
、
其
れ
が
政
治
や
、
宗
教
の
道
具
と
し
て
必
要
で
あ

つ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
ん
な
必
要
あ
つ
た
れ
ば
こ
そ
、
国
家
や
、
教
会
で
、

音
楽
を
奨
励
も
し
、
保
護
も
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
我
国
の
状
態
で
も
さ

う
で
あ
る
。
音
楽
学
校
等
の
起
つ
た
の
も
、
全
く
音
楽
、
就
中
唱
歌
を
学

校
教
育
の
一
科
目
と
す
る
必
要
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
。
芸
術
は
芸
術
の

為
に
研
究
す
べ
き
も
の
な
ど
い
ふ
思
想
は
、
遙
か
後
の
世
に
至
つ
て
盛
ん

に
な
つ
た
も
の
で
、
初
め
は
何
れ
の
芸
術
で
も
、
多
く
他
の
目
的
を
達
す

る
手
段
と
し
て
起
り
も
し
、
盛
ん
に
も
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。57

こ
こ
で
は
、
歴
史
的
経
緯
が
踏
ま
え
ら
れ
つ
つ
、「
自
由
芸
術
」（
フ
ラ

イ
エ
ク
ン
ス
トFreie K

unst

）
と
「
被
役
芸
術
」（
ジ
ー
ナ
ン
デ
ク
ン
ス
ト

D
ienende K

unst

）
と
は
ど
ち
ら
も
必
要
で
、
軽
重
の
差
を
つ
け
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
現
在
「
自
由
芸
術
」（
本
稿
の

用
語
で
は
、
純
粋
芸
術
）
の
地
位
に
の
ぼ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

起
源
を
辿
れ
ば
政
治
や
宗
教
の
道
具
と
し
て
用
い
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
、

つ
ま
り
元
来
は
「
被
役
芸
術
」（
同
、
応
用
芸
術
）
だ
っ
た
も
の
が
多
い
。
音

楽
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。
国
家
や
教
会
が
必
要
と
し
た
た
め
に
保
護
や
奨
励
を

受
け
、
そ
れ
が
隆
盛
に
な
っ
た
こ
と
で
い
つ
し
か
純
粋
芸
術
と
し
て
の
評
価
を

獲
得
し
て
い
っ
た
。
そ
も
そ
も
東
京
音
楽
学
校
か
ら
し
て
、「
唱
歌
を
学
校
教

育
の
一
科
目
と
す
る
必
要
」
が
あ
っ
た
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
は
ず

だ58
。応

用
芸
術
、
す
な
わ
ち
目
的
や
役
割
が
与
え
ら
れ
た
音
楽
に
も
価
値
が
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
当
然
、
各
地
各
種
の
学
校
で
そ
う
し
た
音
楽
を
教
授
す
る
音
楽
教
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師
と
そ
の
仕
事
に
も
価
値
が
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
を
も
と
に
、
湯
原
は
音
楽

教
師
た
ち
の
奮
起
を
促
し
た
。

音
楽
の
教
師
と
い
へ
ば
、
学
校
で
は
一
番
低
い
位
置
に
居
つ
て
、
職
員
の

会
議
等
で
は
、
何
時
も
片
隅
に
小
さ
く
な
つ
て
引
込
ん
で
居
る
。
こ
れ
は

固
よ
り
其
の
人
の
専
攻
す
る
学
科
が
、
音
楽
と
い
ふ
技
能
で
あ
つ
て
、
教

育
の
全
般
と
関
係
が
少
い
か
ら
で
も
あ
ら
う
が
、
併
し
他
の
学
科
で
も
、

教
育
学
を
除
け
ば
、
一
々
さ
う
教
育
の
全
般
と
関
係
を
有
つ
て
居
る
訳
で

も
な
い
。
教
育
の
全
般
に
考
へ
を
向
け
る
と
否
と
は
、
畢
竟
は
其
の
人
の

心
懸
け
に
依
る
こ
と
で
…
…
若
し
教
諭
で
あ
る
と
い
ふ
自
覚
を
以
て
、
其

の
職
務
に
従
事
し
て
居
れ
ば
、
如
何
う
し
て
も
教
育
の
全
般
に
、
其
の
考

へ
を
向
く
る
や
う
に
な
る
。
…
…
特
に
音
楽
と
い
ふ
学
科
は
、
之
を
教
へ

や
う
に
依
つ
て
は
、
修
身
に
劣
ら
ぬ
道
徳
上
の
陶
冶
力
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
若
し
音
楽
の
教
師
に
し
て
、
音
楽
と
修
身
と
の
関
係
を
考

へ
、
音
楽
か
ら
修
身
に
入
り
、
修
身
か
ら
教
育
の
全
般
に
入
る
と
い
ふ
風

に
し
た
ら
、
音
楽
の
教
師
は
軈
て
立
派
な
修
身
の
教
師
と
も
な
り
、
或
は

立
派
な
校
長
と
も
、
首
席
教
員
と
も
な
る
こ
と
が
出
来
や
う
と
思
ふ
。
特

に
女
学
校
の
校
長
な
ど
は
、
最
も
甘
く
感
情
教
育
を
遣
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か

ら
、
右
の
や
う
な
筋
道
を
経
て
来
た
人
物
で
あ
る
と
、
最
も
能
く
其
の
役

目
に
当
嵌
ま
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
…
…
今
日
多
数
の
学
校
で
は
、
舎
監

の
役
は
大
概
体
操
の
教
師
が
兼
ね
て
居
る
が
、
こ
れ
は
紀
律
を
維
持
す
る

上
か
ら
見
れ
ば
結
構
だ
が
、
併
し
其
れ
ば
か
り
で
は
、
寄
宿
舎
の
生
活
が

殺
風
景
に
な
る
の
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
で
若
し
音
楽
の
教
師
で
、
人
物
の

其
れ
に
適
す
る
も
の
が
あ
つ
て
、
舎
監
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
つ
た
ら
、
寄

宿
舎
の
生
活
も
始
め
て
多
少
の
趣
味
あ
る
も
の
に
な
る
で
あ
ら
う
、59

「
音
楽
と
い
ふ
学
科
」
は
、
そ
の
教
え
方
に
よ
っ
て
は
「
修
身
に
劣
ら
ぬ
道

徳
上
の
陶
冶
力
」
を
発
揮
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
音
楽
教
師
は
、
単
に

純
粋
芸
術
と
し
て
の
音
楽
に
つ
い
て
の
み
関
心
を
も
つ
の
で
は
な
く
、
修
身
や

道
徳
と
音
楽
と
の
関
係
を
研
究
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
展
開
し
て
教
育
全
般
に

つ
い
て
の
自
己
の
見
識
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
音
楽
科
出
身

の
教
師
こ
そ
、
人
情
の
機
微
に
通
じ
る
優
れ
た
舎
監
に
も
学
校
長
に
も
な
り
う

る
。
学
校
教
育
の
現
場
で
尊
敬
を
勝
ち
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
文

中
の
「
舎
監
の
役
は
大
概
体
操
の
教
師
が
兼
ね
て
居
る
が
、
こ
れ
は
紀
律
を
維

持
す
る
上
か
ら
見
れ
ば
結
構
だ
が
、
併
し
其
れ
ば
か
り
で
は
、
寄
宿
舎
の
生
活

が
殺
風
景
に
な
る
」
と
い
う
認
識
は
、
前
項
で
引
用
し
た
著
書
『
新
青
年
団
』

の
文
中
に
あ
っ
た
「
娯
楽
も
亦
必
要
で
あ
る
。
只
厳
粛
主
義
一
点
張
り
で
押
通

し
て
青
年
に
苦
痛
を
感
じ
さ
せ
る
だ
け
で
は
よ
く
な
い
」
と
い
う
意
見
と
も
つ

な
が
っ
て
お
り
、
湯
原
の
な
か
で
は
一
貫
し
て
い
た
。

学
友
会
雑
誌
と
い
う
媒
体
に
発
表
し
た
意
見
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

以
上
は
、
将
来
音
楽
教
師
の
道
に
進
む
だ
ろ
う
在
校
生
に
向
け
て
の
み
な
ら
ず
、

現
に
各
地
各
種
の
学
校
に
音
楽
教
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
東
京
音
楽
学
校
の

卒
業
生
に
も
向
け
ら
れ
た
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。
彼
ら
を
夢
の
挫
折
者

に
し
て
は
な
ら
な
い
。『
尋
常
小
学
唱
歌
』
の
編
纂
は
、
以
上
の
湯
原
の
提
言

と
同
時
並
行
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
頃
の
小
学
唱
歌
教
科
書

編
纂
委
員
会
は
、
自
ら
の
学
生
や
自
ら
が
す
で
に
世
に
送
り
出
し
た
元
学
生
に

最
高
の
贈
り
物
を
届
け
る
べ
く
、
日
夜
奮
闘
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

文
化
／
文
化
史
と
い
う
と
、
政
治
／
政
治
史
に
相
対
し
、
そ
の
磁
場
か
ら
独

立
し
て
い
る
事
物
に
高
い
価
値
を
お
き
が
ち
で
あ
る
。
政
治
権
力
、
い
わ
ゆ
る

「
官
」
の
意
向
に
従
っ
て
創
作
さ
れ
た
事
物
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
民
間
で

自
然
発
生
し
、
自
律
的
に
育
ま
れ
た
と
さ
れ
る
事
物
が
重
視
さ
れ
や
す
い
。
か
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く
し
て
、
政
治
と
は
区
別
さ
れ
た
文
化
な
り
、
政
治
史
か
ら
自
立
し
た
文
化
史

な
り
が
確
立
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
進
歩
と
す
る
見
方
が
生
じ
る
。
学
校
教
育
で

音
楽
な
ど
の
芸
術
が
教
え
ら
れ
る
現
場
に
お
い
て
こ
そ
、
こ
う
し
た
見
方
が
無

前
提
に
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
恐
る
べ
き
偏
見
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
官
製
の
音
楽
は
俗
悪
な
の
か
、
応
用
芸
術
と
し
て
の

音
楽
は
低
劣
な
の
か
、
と
い
う
二
つ
の
問
い
を
立
て
、
そ
れ
が
そ
う
と
は
限
ら

な
い
と
い
う
可
能
性
を
示
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
大
正
年
間
に
『
尋
常
小
学

唱
歌
』
が
世
に
送
り
出
さ
れ
る
際
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
、
東
京
音
楽

学
校
校
長
兼
小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
長
の
湯
原
元
一
が
公
に
し
て
い
た
論

考
を
解
析
し
た
。
本
稿
の
考
察
結
果
は
以
下
の
三
点
に
要
約
で
き
る
。

一
点
目
、
湯
原
元
一
は
高
等
教
育
官
で
あ
っ
た
、
す
な
わ
ち
民
間
人
で
は
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
家
主
義
的
で
全
体
主
義
的
な
画
一
の
規
範
を
民

間
に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
は
異
見
を
も
っ
た
。
国
際
協
調
の
理
念
を
軸
に
、
社

会
的
弱
者
の
救
済
や
経
済
的
弱
者
の
自
活
支
援
に
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
た
め
に
、

社
会
主
義
者
に
対
す
る
一
定
の
理
解
も
示
し
た
。
上
層
と
正
統
の
み
な
ら
ず
、

下
層
や
異
端
が
あ
っ
て
こ
そ
の
国
民
で
あ
り
、
国
民
文
化
な
の
だ
。
そ
う
し
た

国
民
文
化
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
国
民
楽
」
の
新
規
創
出
を
実
現
さ
せ
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
湯
原
に
い
わ
せ
れ
ば
、
三
味
線
音
楽
や
平
曲
の
各
流
派
を
継
承
し
て

い
た
民
間
の
芸
能
者
た
ち
は
、
素
朴
な
伝
統
保
守
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、
そ
の

専
門
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
時
代
の
要
請
に
か
な
う
新
た
な
音
楽
の
創
成
に

な
ん
ら
貢
献
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、
都
市
労
働
者
や
ス
ラ
ム
の
住

民
に
対
す
る
同
情
も
な
け
れ
ば
、
社
会
主
義
に
対
す
る
理
解
も
寛
容
さ
も
持
ち

あ
わ
せ
て
い
な
い
。
下
層
や
異
端
を
包
含
し
て
の
国
民
と
い
う
発
想
が
な
け
れ

ば
、
国
民
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
愛
好
さ
れ
る
「
国
民
楽
」
を
新
た
に
創
造
し
よ

う
と
い
う
気
概
を
も
て
な
い
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

二
点
目
、
湯
原
元
一
は
高
等
教
育
官
で
あ
っ
た
、
す
な
わ
ち
音
楽
家
や
芸
術

家
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
江
戸
文
化
の
粋
を
直
接
に
継
承
し
た
正
統
派
の
芸

能
一
派
や
、
西
洋
文
化
の
華
を
直
接
に
享
受
し
た
一
部
の
上
流
階
層
以
外
は
容

易
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
純
粋
芸
術
と
し
て
の
音
楽
を
、
無
闇
に

あ
り
が
た
が
る
価
値
観
か
ら
距
離
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
も
そ
も
音
楽
に

は
、
下
層
や
異
端
を
わ
け
ず
そ
れ
を
聴
く
人
間
の
娯
楽
と
な
り
、
そ
れ
を
聴
く

人
間
を
慰
労
す
る
偉
大
な
力
が
あ
る
。
都
市
労
働
者
や
ス
ラ
ム
の
住
民
と
い
っ

た
社
会
的
経
済
的
弱
者
に
力
を
与
え
、
彼
ら
の
自
己
救
済
を
後
押
し
で
き
る
。

そ
う
で
あ
る
以
上
、
音
楽
は
日
本
社
会
の
各
方
面
で
広
く
多
様
に
活
用
さ
れ
、

そ
の
潜
在
能
力
を
存
分
に
発
揮
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
都
会
の
生
存
競
争
で
傷

つ
い
た
人
び
と
に
は
公
園
音
楽
を
、
地
方
農
村
の
暮
ら
し
に
飽
き
た
人
び
と
に

は
改
良
盆
踊
を
、
勉
学
に
勤
し
む
青
年
た
ち
の
息
抜
き
に
は
宴
会
唱
歌
を
。
純

粋
芸
術
と
し
て
の
音
楽
の
み
を
尊
ぶ
の
で
は
な
く
、
応
用
芸
術
と
し
て
の
音
楽

の
高
い
価
値
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

三
点
目
、
湯
原
元
一
は
東
京
音
楽
学
校
校
長
と
し
て
の
職
責
か
ら
、
卒
業
生

た
ち
を
有
為
の
人
材
と
し
て
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
に
心
を
砕
い
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
応
用
芸
術
の
ひ
と
つ
で
あ
る
学
校
唱
歌
を
専
門
的
に
扱
う
音
楽
教
師

た
ち
に
、
子
ど
も
の
情
操
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
教
育
者
と
し
て
の
使
命
を

自
覚
す
る
こ
と
を
促
し
た
。
弱
者
に
寄
り
そ
う
音
楽
の
社
会
的
有
用
性
を
示
し
、

そ
の
需
要
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
必
然
的
に
こ
れ
に
関
わ
る
人
材

も
増
え
、
そ
の
地
位
向
上
が
実
現
す
る
。
や
が
て
市
民
に
経
済
的
な
余
裕
が
生

ま
れ
て
社
会
が
安
定
す
れ
ば
、
音
楽
の
裾
野
は
ま
す
ま
す
広
が
る
。
実
は
そ
う

な
っ
て
よ
う
や
く
、
純
粋
芸
術
と
し
て
の
音
楽
の
発
展
可
能
性
が
開
け
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
日
清
日
露
の
両
戦
争
を
経
て
日
本
と
い
う
国
家
の
対
外
的

地
位
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
状
況
下
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
を
見
越
し
て
の
予
見

だ
っ
た
。

以
上
が
、
本
稿
に
お
け
る
考
察
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
『
尋
常
小
学
唱

歌
』
編
纂
の
思
想
的
背
景
で
あ
る
。
小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
長
と
な
っ
た

湯
原
元
一
は
、
こ
れ
ら
の
認
識
を
念
頭
に
、
近
代
国
民
国
家
の
た
め
の
新
た
な
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音
楽
を
創
成
す
る
と
い
う
課
題
を
引
き
受
け
、
お
よ
そ
五
年
間
に
及
ん
だ
『
尋

常
小
学
唱
歌
』
全
一
二
〇
曲
編
纂
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
な
る
。
以
上
に
ま
と

め
た
湯
原
の
思
惑
は
、
編
纂
委
員
会
の
場
を
通
し
て
配
下
の
各
委
員
た
ち
に
周

知
さ
れ
、
た
し
か
な
共
感
を
集
め
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
て
生
み
出
さ
れ
た

歌
曲
に
は
、
下
層
社
会
に
産
ま
れ
た
子
ど
も
で
も
、
僻
地
を
生
き
る
子
ど
も
で

も
、
植
民
地
で
暮
ら
す
異
な
る
民
族
の
子
ど
も
で
さ
え
も
、
少
し
習
え
ば
親
し

む
こ
と
の
で
き
る
〝
易
し
さ
〞
が
あ
っ
た
。
日
々
の
労
働
に
疲
れ
、
挫
折
や
失

敗
に
打
ち
の
め
さ
れ
、
時
に
事
故
や
災
害
に
直
面
し
て
途
方
に
暮
れ
る
大
人
た

ち
を
、
癒
や
し
、
励
ま
す
こ
と
の
で
き
る
〝
優
し
さ
〞
が
あ
っ
た
。
こ
の
〝
や

さ
し
さ
〞
は
、
資
本
主
義
の
浸
透
に
伴
う
生
存
競
争
の
激
化
と
、
階
級
の
分
化

と
い
う
一
九
一
〇
年
代
当
時
の
社
会
問
題
に
直
面
し
、
心
を
痛
め
、
頭
を
悩
ま

せ
て
い
た
湯
原
た
ち
編
纂
委
員
の
願
い
の
反
映
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

事
実
そ
う
し
た
歌
曲
は
、
二
一
世
紀
の
現
在
も
日
本
の
学
校
教
育
の
現
場
で

歌
い
継
が
れ
、
学
校
を
出
た
大
人
た
ち
に
も
懐
か
し
く
想
い
起
こ
さ
れ
る
。
小

学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
会
の
人
び
と
は
、
自
分
た
ち
が
創
作
す
る
歌
曲
を

あ
く
ま
で
も
小
学
生
向
け
の
も
の
と
認
識
し
、「
国
民
楽
」
と
い
う
想
定
は
な

か
っ
た
は
ず
だ
が
、
こ
れ
ら
を
習
い
覚
え
た
小
学
生
た
ち
は
い
つ
し
か
年
を
重

ね
て
大
人
に
な
る
。
そ
の
間
、
親
世
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
歌
を
介
し
た
共
通

の
記
憶
を
子
ど
も
世
代
に
受
け
渡
し
て
ゆ
く
。
と
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
歌
曲
の

本
領
は
や
は
り
、
日
本
国
民
の
統
合
を
実
現
し
、
こ
れ
を
将
来
に
も
持
続
さ
せ

る
役
割
を
担
う
応
用
芸
術
と
し
て
の
側
面
に
あ
る
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
歌
曲

を
知
る
の
は
日
本
の
学
校
教
育
を
受
け
た
人
び
と
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
音
楽

と
し
て
の
普
遍
性
に
乏
し
い
。
そ
れ
を
共
通
の
記
憶
に
も
つ
人
び
と
の
統
合
は
、

そ
れ
を
知
ら
な
い
「
外
人
」
の
排
除
に
よ
っ
て
一
層
強
め
ら
れ
る
。
誕
生
か
ら

一
〇
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
『
尋
常
小
学
唱
歌
』
所
収
の
歌
曲
の
う
ち
、
現
在

の
小
学
校
音
楽
科
共
通
教
材
に
採
択
さ
れ
、「
親
子
で
歌
い
つ
ご
う　

日
本
の

歌
百
選
」
に
も
選
抜
さ
れ
た
「
朧
月
夜
」
や
「
故
郷
」
の
よ
う
な
歌
曲
は
、
結

果
的
に
、
湯
原
が
そ
の
誕
生
を
願
っ
た
「
国
民
楽
」
へ
の
醸
成
を
遂
げ
た
の
だ

と
い
え
る
。

付
記　

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号
：19K

00108

）
の
助
成
を

受
け
た
成
果
で
あ
る
。
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注１　

山
田
孝
雄「
自
序
」（「
明
治
四
十
三
年
十
一
月
十
六
日
午
前
八
時
」と
明
記
）『
大

日
本
国
体
概
論
』（
宝
文
館
、
一
九
一
〇
〈
明
治
四
三
〉
年
一
二
月
二
日
発
行
）

一
頁
。

２　

戸
籍
上
「
明
治
六
年
五
月
十
日
出
生
」
で
生
涯
を
通
し
た
山
田
は
こ
の
年
、
公

的
に
は
三
七
歳
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
「
真
実
ノ
出
生
年
月
ハ
八
年
八
月

二
十
日
」
で
あ
っ
た
。
山
田
忠
雄
・
山
田
英
雄
・
山
田
俊
雄
編
『
山
田
孝
雄
年

譜
』（
宝
文
館
、
一
九
五
九
年
）
一
頁
。

３　

当
時
に
お
け
る
社
会
主
義
流
行
の
背
景
に
は
、
急
激
な
資
本
主
義
の
浸
透
に
よ

る
過
酷
な
労
働
条
件
へ
の
不
安
と
不
満
を
募
ら
せ
る
都
市
労
働
者
や
、
そ
こ
か

ら
も
転
落
し
て
極
度
の
困
窮
に
あ
え
ぐ
都
市
ス
ラ
ム
の
住
民
た
ち
の
増
加
が
あ

り
、
彼
ら
の
怒
り
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
た
都
市
暴
動
が
頻
発
し
て
い
た
。
そ

う
い
っ
た
日
露
戦
争
後
の
政
治
運
動
史
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
宮
地
正
人
『
日

露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

都
市
民
衆
の
暴
力
行
使
に
つ
い
て
、
暴
動
の
主
体
と
な
っ
た
民
衆
に
即
し
た
分

析
を
行
っ
た
近
年
の
研
究
成
果
に
、
藤
野
裕
子
『
都
市
と
暴
動
の
民
衆
史
―
―

東
京
・
一
九
〇
五
―
一
九
二
三
年
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る
。
日

露
戦
争
後
の
国
内
再
編
成
に
お
け
る
中
核
的
思
想
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
報
徳
思

想
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
見
城
悌
治
『
近
代
報
徳
思
想
と
日
本
社
会
』（
ぺ
り

か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
）
が
参
考
に
な
る
。

４　

詔
書
本
文
は
「
爾
臣
民
、
其
レ
克
ク
朕
ガ
旨
ヲ
体
セ
ヨ
」
と
結
ば
れ
る
。
こ
の

後
、
第
二
次
桂
内
閣
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
地
方
改
良
運
動
に
つ
い
て
は
前
掲

宮
地
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
一
六
〜
三
四
頁
、
小
学
校
教
育
の
強
化
に

つ
い
て
は
同
四
六
〜
五
〇
頁
を
参
照
。
戊
申
詔
書
渙
発
の
時
代
背
景
に
つ
い
て

は
、
尾
崎
ム
ゲ
ン
「
戊
申
詔
書
と
教
育
」
同
『
日
本
資
本
主
義
の
教
育
像
』（
世

界
思
想
社
、
一
九
九
一
年
）
一
九
九
〜
二
一
八
頁
を
参
照
。

５　

宝
文
館
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
二
月
刊
行
。
典
拠
を
も
と
に
し
た
字
義

の
詳
解
に
努
め
つ
つ
、
詔
書
中
段
に
あ
る
「
忠
実
業
ニ
服
シ
、
勤
倹
産
ヲ
治
メ
、

惟
レ
信
、
惟
レ
義
」
の
一
節
を
重
く
み
て
、「
忠
実
・
勤
倹
・
信
義
」
と
列
挙

し
た
三
つ
の
徳
目
を
解
説
す
る
と
こ
ろ
に
力
点
を
お
い
て
い
る
。
詔
書
渙
発
後

に
奨
励
さ
れ
た
勤
倹
貯
蓄
と
「
極
端
な
る
勤
倹
主
義
」
へ
の
批
判
に
つ
い
て
は
、

見
城
悌
治
「
日
露
戦
後
社
会
下
の
戊
申
詔
書
と
勤
倹
貯
蓄
」
前
掲
『
近
代
報
徳

思
想
と
日
本
社
会
』
三
九
七
〜
四
三
二
頁
を
参
照
。

６　

な
お
、
こ
の
主
題
に
関
連
し
て
、
筆
者
は
す
で
に
「
交
差
す
る
邦
楽
調
査
と
唱

歌
編
纂
―
―
明
治
四
〇
年
代
の
東
京
音
楽
学
校
に
着
目
し
て
」
北
原
か
な
子
・

浪
川
健
治
編
著
『
近
代
移
行
期
に
お
け
る
地
域
形
成
と
音
楽
―
―
創
ら
れ
る
伝

統
と
異
文
化
接
触
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
二
六
四
〜
二
九
七

頁
、「『
尋
常
小
学
唱
歌
』
の
ア
ジ
ア
認
識
―
―
江
戸
の
錦
絵
か
ら
大
正
の
唱
歌

へ
」
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
編
『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
第
四
八
号
（
ゆ
ま
に
書

房
、
二
〇
二
〇
年
）
一
〜
二
二
頁
と
い
う
二
つ
の
論
考
を
公
表
し
て
い
る
。
以

下
、
本
稿
第
三
節
と
第
四
節
の
論
述
は
、
こ
れ
ら
既
発
表
論
文
と
内
容
的
に

重
複
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
本
稿
で
の
考
察
に
あ
わ
せ
て
全
文
を
書
き
改
め

た
。
そ
の
際
、
本
年
（
二
〇
二
二
年
）
上
梓
さ
れ
た
、
田
中
勇
人
『
吉
丸
一
昌

の
時
代
―
―
唱
歌
編
纂
と
早
春
賦
の
謎
』（
ネ
ク
パ
ブ
・
オ
ー
サ
ー
ズ
プ
レ
ス
、

二
〇
二
二
年
）
を
参
照
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
同
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
音

楽
史
研
究
や
音
楽
教
育
研
究
で
き
ち
ん
と
精
査
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
史
資
料
を

徹
底
的
に
吟
味
し
た
上
で
『
尋
常
小
学
唱
歌
』
に
関
す
る
通
説
を
覆
す
こ
と
を

果
敢
に
試
み
て
い
る
。

７　

明
治
二
〇
年
代
に
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
教
育
学
を
導
入
し
た
事
績
に
つ
い
て
紹
介
し

た
山
本
正
身
「
日
本
に
お
け
る
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
教
育
学
の
導
入
と
展
開
」『
慶

応
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要　

社
会
学
心
理
学
教
育
学
』
第
二
五

号
（
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
、
一
九
八
五
年
）
六
七
〜
七
四
頁
。

あ
る
い
は
、
第
五
高
等
学
校
教
授
と
し
て
ド
イ
ツ
語
教
育
に
従
事
し
た
事
績
に

つ
い
て
述
べ
た
上
村
直
己
「
若
き
日
の
湯
原
元
一
と
テ
オ
ド
ー
ル
・
ケ
ル
ナ
ー
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論
」
同
『
九
州
の
日
独
文
化
交
流
人
物
誌
』（
熊
本
大
学
文
学
部
地
域
科
学
科
、

二
〇
〇
五
年
）
七
七
〜
八
〇
頁
。

８　

瀧
井
敬
子
・
平
高
典
子
『
幸
田
延
の
『
滞
欧
日
記
』』（
東
京
芸
術
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年
）
一
七
〜
一
九
頁
。

９　

他
方
、
前
掲
宮
地
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』、
前
掲
藤
野
『
都
市
と
暴
動

の
民
衆
史
』、
前
掲
見
城
『
近
代
報
徳
思
想
と
日
本
社
会
』、
前
掲
尾
崎
『
日
本

資
本
主
義
の
教
育
像
』と
い
っ
た
政
治
史
、
社
会
史
、
思
想
史
の
分
野
で
、『
尋

常
小
学
唱
歌
』
や
湯
原
元
一
の
名
前
が
あ
が
る
こ
と
も
な
い
。

10　

こ
の
研
究
動
向
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
、
教
育
学
者
の
山
住
正
己
に
よ
る
一
連

の
著
作
で
あ
る
。
音
楽
評
論
家
の
園
部
三
郎
と
の
共
著
『
日
本
の
子
ど
も
の
歌

―
―
歴
史
と
展
望
』（
岩
波
新
書
、
一
九
六
二
年
）
と
、
同
書
を
改
稿
し
た
『
子

ど
も
の
歌
を
語
る
―
―
唱
歌
と
童
謡
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
四
年
）
の
両
書

は
、
一
般
向
け
の
新
書
で
広
範
な
読
者
を
獲
得
し
、
長
き
に
わ
た
っ
て
影
響
力

を
保
持
し
た
。
芸
術
音
楽
・
大
衆
音
楽
・
教
育
音
楽
の
三
種
に
音
楽
を
区
分
し
、

流
行
歌
謡
や
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
の
よ
う
な
大
衆
音
楽
と
、
そ
れ
を
俗
悪
と
問
題
視
す

る
学
校
向
け
の
教
育
音
楽
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
、
子
ど
も
の
自
発
性
を
出
発
点

と
し
た
「
芸
術
教
育
と
し
て
の
音
楽
教
育
」
の
発
展
が
望
ま
れ
た
。
そ
の
後
に

出
版
さ
れ
た
、
岩
井
正
浩
『
子
ど
も
の
歌
の
文
化
史
―
―
二
〇
世
紀
前
半
期

の
日
本
』（
第
一
書
房
、
一
九
九
八
年
、
増
補
版
二
〇
〇
三
年
）
の
一
四
四
〜

一
五
八
頁
に
お
け
る
『
尋
常
小
学
唱
歌
』
の
音
楽
的
特
徴
に
つ
い
て
の
議
論
も
、

こ
う
し
た
研
究
動
向
の
延
長
上
に
あ
る
。
そ
の
総
括
は
、「
忠
君
愛
国
、
国
体

護
持
、
皇
室
讃
美
を
含
め
、
教
訓
的
な
内
容
を
も
歌
に
載
せ
て
子
ど
も
の
頭
に

注
入
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」（
一
五
二
頁
）
で
あ
る
。

11　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
音
楽
研
究
の
一
例
と
し
て
、
國
枝
春
惠
・
山
﨑
浩
隆

「
尋
常
小
学
唱
歌
「
故
郷
」
に
お
け
る
一
考
察
」『
熊
本
大
学
教
育
実
践
研
究
』

第
二
九
号
（
熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二

年
）
二
三
〜
三
〇
頁
を
参
照
。
同
論
は
、
讃
美
歌
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
「
故

郷
」
の
「
音
楽
理
論
上
の
完
成
度
の
高
さ
」
を
評
価
し
、「
こ
の
唱
歌
ほ
ど
、

災
難
、
苦
境
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
日
本
人
の
心
を
癒
す
歌
と
し
て
、
口
ず
さ

ま
れ
る
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
」（
二
九
頁
）
と
結
論
し
て
い
る
。

12　

「
国
民
づ
く
り
」
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
唱
歌
に
つ
い
て
論
じ
た
渡
辺
裕
『
歌
う

国
民
―
―
唱
歌
、
校
歌
、
う
た
ご
え
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
〇
年
）
や
、
唱

歌
に
よ
る
国
民
意
識
の
内
面
化
を
解
析
し
た
伊
藤
公
雄
ほ
か
『
唱
歌
の
社
会
史

―
―
な
つ
か
し
さ
と
あ
や
う
さ
と
』（
メ
デ
ィ
ア
イ
ラ
ン
ド
、
二
〇
一
八
年
）

な
ど
、
近
年
、
唱
歌
の
機
能
面
に
着
眼
し
た
研
究
が
進
展
し
た
が
、
い
ま
だ
湯

原
元
一
の
思
想
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

13　

前
掲
田
中
『
吉
丸
一
昌
の
時
代
』
五
〇
〜
五
八
頁
。

14　

原
本
は
手
書
き
文
書
で
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
も
存
在
。
東
京
芸
術
大
学
百
年

史
編
集
委
員
会
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

東
京
音
楽
学
校
篇
』
第
二
巻
（
音

楽
之
友
社
、
二
〇
〇
三
年
）
七
五
〇
〜
七
七
二
頁
に
全
文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
歌
詞
関
係
委
員
の
高
野
辰
之

が
残
し
た
『
明
治
四
十
二
年
八
月　

小
学
校
唱
歌
教
科
書
編
纂
書
類
』（
以
下

「
高
野
メ
モ
」
）
と
い
う
書
類
が
残
存
す
る
。
原
本
は
手
書
き
文
書
で
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
も
存
在
。

15　

同
前
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

東
京
音
楽
学
校
篇
』
第
二
巻
、
七
五
一
頁
。

16　

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
七
月
三
一
日
講
師
と
し
て
着
任
、
一
八
九
五
（
明

治
二
八
）
年
六
月
三
日
教
授
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
三
月
二
五
日
退
職
。

当
時
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
上
村
「
若
き
日
の
湯
原
元
一
と
テ
オ
ド
ー

ル
・
ケ
ル
ナ
ー
論
」
を
参
照
の
こ
と
。

17　

一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
九
月
入
学
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
七
月
卒

業
。
同
年
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
学
科
入
学
。

18　

前
掲
田
中
『
吉
丸
一
昌
の
時
代
』
一
六
〜
三
二
頁
。

19　

こ
の
後
吉
岡
は
第
五
高
等
学
校
第
七
代
校
長
に
転
任
す
る
。
在
職
期
間
は

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
〇
月
〜
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
一
月
。
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20　

注
18
参
照
。

21　

歌
詞
関
係
委
員
の
ひ
と
り
で
あ
る
高
野
辰
之
が
、
東
京
帝
国
大
学
国
語
研
究
室

で
上
田
万
年
の
薫
陶
を
受
け
、
唱
歌
教
科
書
編
纂
業
務
に
加
わ
る
以
前
か
ら
国

定
国
語
読
本
教
科
書
の
編
纂
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
権

藤
敬
子
『
高
野
辰
之
と
唱
歌
の
時
代
―
―
日
本
の
音
楽
文
化
と
教
育
と
の
接
点

を
も
と
め
て
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
八
六
〜
一
二
五
頁
を
参
照
の

こ
と
。
権
藤
は
「
高
野
の
軸
足
は
唱
歌
で
は
な
く
邦
楽
に
あ
っ
た
」（
四
五
三

頁
）
と
評
価
し
て
い
る
。

22　

同
委
員
会
の
編
纂
業
務
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
前
掲
田
中『
吉
丸
一
昌
の
時
代
』

五
〇
〜
八
四
頁
の
記
述
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。「
作
詞
部
会
主
任
」
の
吉
丸
と

「
作
曲
部
会
主
任
」
の
島
崎
の
主
導
に
よ
る
編
纂
で
あ
っ
た
こ
と
が
資
料
的
根

拠
を
も
っ
て
跡
づ
け
ら
れ
、
高
野
辰
之
と
岡
野
貞
一
が
編
纂
の
中
心
だ
っ
た
と

す
る
従
来
の
通
説
を
鋭
く
批
判
し
て
い
る
。

23　

「
高
野
メ
モ
」
に
は
編
纂
の
ご
く
初
期
に
お
け
る
第
一
学
年
用
〜
第
四
学
年
用

歌
曲
の
各
々
に
対
す
る
作
詞
担
当
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
番
号
・
〇
〇
一
八
、〇
〇
一
九
）。
現
在
の
小
学
校
音
楽
科
共
通
教
材
に
も
採

用
さ
れ
て
い
る
歌
曲
を
み
る
と
、
第
一
学
年
用
「
日
の
丸
の
旗
」（
総
ガ
カ
リ
）、

「
か
た
つ
む
り
」（
吉
丸
）、
第
二
学
年
用
「
も
み
じ
」（
武
〔
笠
〕）、
第
四
学

年
用
「
春
の
小
川
」（
吉
丸
）
と
あ
る
。「
ふ
じ
の
山
」「
茶
摘
」「
虫
の
声
」

「
春
が
来
た
」
は
記
載
な
し
。「
で
ん
〳
〵
虫
」（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
番
号
・

〇
〇
三
〇
）
や
「
茶
摘　

吉
丸
委
員
作
」（
同
・
〇
〇
三
四
）
を
み
る
と
、
各

人
が
出
し
た
素
案
は
現
在
通
用
し
て
い
る
完
成
版
の
歌
詞
と
は
ま
っ
た
く
異

な
っ
て
い
る
。「
高
野
メ
モ
」
に
は
断
片
的
な
記
録
し
か
な
い
が
、
こ
と
作
詞

に
関
し
て
は
、
お
お
よ
そ
ど
の
歌
に
つ
い
て
も
、
歌
詞
関
係
委
員
会
の
席
上
で

繰
り
返
し
修
正
を
受
け
て
完
成
に
至
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
第
二
学
年
用

「
那
須
与
一
」
の
作
詞
過
程
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
交
差
す
る
邦
楽
調
査

と
唱
歌
編
纂
」
二
八
四
〜
二
八
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

24　

官
製
の
唱
歌
に
相
対
し
、
民
間
で
私
製
さ
れ
た
童
謡
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
井

手
口
彰
典
『
童
謡
の
百
年
史
―
―
な
ぜ
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
に
な
っ
た
の
か
』

（
筑
摩
選
書
、
二
〇
一
八
年
）、
井
上
英
二
『
童
謡
百
年
史
―
―
童
謡
歌
手
が

い
た
時
代
』（
論
創
社
、
二
〇
一
八
年
）、
周
東
美
材『
童
謡
の
近
代
―
―
メ
デ
ィ

ア
の
変
容
と
子
ど
も
文
化
』（
岩
波
現
代
全
書
、
二
〇
一
八
年
）
と
い
っ
た
近

刊
書
を
参
照
の
こ
と
。
童
謡
の
方
を
一
方
的
に
高
く
評
価
し
た
山
住
正
己
の
議

論
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

25　

こ
の
少
し
前
の
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
歌
詞
関
係
委
員
主
任
の
吉
丸
一
昌

が
早
逝
し
て
い
る
。
吉
丸
が
存
命
で
あ
れ
ば
こ
の
童
謡
ブ
ー
ム
に
は
強
力
な
反

駁
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

26　

『
文
化
庁
月
報
』（
二
〇
〇
七
年
二
月
号
）
三
八
〜
三
九
頁
。
応
募
総
数
は

六
六
七
一
通
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
が
寄
せ
た
曲
の
中
か
ら
、
応
募
数
が
多

か
っ
た
も
の
を
中
心
に
選
考
委
員
会
が
一
〇
一
曲
の
歌
と
そ
の
歌
に
ま
つ
わ
る

優
秀
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
決
定
し
た
。
楽
譜
は
東
京
書
籍
、
Ｃ
Ｄ
は
日
本
コ
ロ
ム

ビ
ア
よ
り
発
売
。

27　

同
前
、
三
八
頁
。
た
と
え
ば
、「
故
郷
」
に
ま
つ
わ
る
優
秀
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
神

戸
市
の
四
〇
代
男
性
が
寄
せ
た
以
下
の
も
の
で
あ
る
。「
阪
神
淡
路
大
震
災
で

被
災
し
た
と
き
に
、
避
難
所
を
数
か
所
、
声
を
出
し
て
歌
っ
て
元
気
を
出
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
活
動
を
し
ま
し
た
。
あ
る
避
難
所
で
お
じ
さ
ん
が
、
す
ご
い

形
相
で
演
奏
中
に
襲
っ
て
来
た
と
思
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
す
ぐ
前
で
座
り
込
み
、

こ
の
曲
を
聴
い
て
泣
き
出
し
ま
し
た
。
昔
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
歌
っ
た
こ
と

の
あ
る
曲
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
の
お
じ
さ
ん
の
温
和
に
な
っ
た
顔
は

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
一
緒
に
涙
し
な
が
ら
、
何
度
も
歌
い
ま
し

た
。
音
楽
の
秘
め
た
力
を
知
っ
た
、
忘
れ
ら
れ
な
い
曲
に
な
り
ま
し
た
。「
山

は
あ
お
き
ふ
る
さ
と
…
…
」
こ
の
歌
詞
を
聴
く
た
び
に
今
で
も
熱
い
も
の
が
こ

み
上
げ
て
き
ま
す
」
文
化
庁
編
『
〜
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
〜
親
子
で
歌
い

つ
ご
う　

日
本
の
歌
百
選
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
七
年
）
四
七
頁
。
前
掲
國
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枝
・
山
﨑
「
尋
常
小
学
唱
歌
「
故
郷
」
に
お
け
る
一
考
察
」
に
お
け
る
「
災
難
、

苦
境
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
日
本
人
の
心
を
癒
す
歌
」
と
い
う
評
価
は
こ
う
し

た
市
民
の
声
と
符
合
す
る
。

28　

「
高
野
メ
モ
」
に
も
っ
と
も
多
く
の
歌
詞
の
素
案
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
が
、

注
23
の
通
り
「
総
ガ
カ
リ
」
の
記
載
が
あ
る
「
日
の
丸
の
旗
」
で
あ
る
。「
吉

岡
郷
甫
作
」（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
番
号
・
〇
〇
三
〇
）、「
乙
骨
委
員
作
」

（
同
・
〇
〇
三
八
、
〇
〇
四
八
）、「
武
笠
委
員
作
」（
同
・
〇
〇
四
一
、

〇
〇
五
〇
）
の
み
な
ら
ず
、「
高
野
辰
之
作
」（
同
・
〇
〇
二
一
）
と
「
高
野
委

員
作
」（
同
・
〇
〇
三
六
）
の
い
ず
れ
も
、
現
在
通
用
の
完
成
版
と
は
ま
っ
た

く
異
な
っ
て
い
る
。

29　

株
式
会
社
コ
ー
ラ
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
提
供
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
日
本
音

楽
史
最
大
級
の
謎
・
尋
常
小
学
唱
歌
の
ミ
ス
テ
リ
ー
に
迫
る
―
―
日
本
人
は

な
ぜ
唱
歌
《
故
郷
》
に
感
動
す
る
の
か
？
」
全
三
回
（
講
師
・
安
田
寛
、
ゲ

ス
ト
・
北
原
か
な
子
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
・
坂
元
勇
仁
）
の
第
一
回
「
作
曲
者
不

詳
っ
て
な
ん
だ
？
」（
二
〇
二
二
年
二
月
一
三
日
開
催
）。
同
セ
ミ
ナ
ー
の
事
前

案
内
は
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
。https://choruscom

pany.com
/

sem
inar/220213yasuda/

（
最
終
閲
覧
日　

二
〇
二
二
年
一
〇
月
三
〇
日
）。

30　

田
中
勇
人
は
、「
世
紀
を
超
え
て
歌
い
継
が
れ
る
名
作
唱
歌
は
、
複
数
人
に
よ

る
推
敲
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
で
極
度
に
洗
練
さ
れ
、
誕
生
し
た
」（『
吉
丸
一
昌

の
時
代
』
八
二
頁
）
と
ま
と
め
た
。
本
稿
も
こ
れ
に
同
意
す
る
。
音
楽
史
研
究

の
分
野
で
は
、
歌
詞
や
譜
面
に
関
わ
る
一
次
史
料
が
発
掘
さ
れ
、
各
曲
の
制
作

を
担
当
し
た
個
人
の
特
定
を
研
究
の
進
展
と
み
な
す
こ
と
が
当
然
視
さ
れ
て
い

る
。
た
し
か
に
そ
の
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
が
、
本
稿
が
結
論
と
し
て
提
示

す
る
観
点
に
立
て
ば
、
集
団
の
合
議
に
よ
る
創
作
と
い
う
事
実
を
曲
解
し
て
作

詞
や
作
曲
を
し
た
個
人
を
特
定
す
る
必
要
が
、
そ
も
そ
も
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

31　

こ
の
ほ
か
、
第
一
学
年
用
歌
曲
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
「
鳩
」
や
「
桃
太
郎
」
は
、

現
代
で
も
よ
く
歌
わ
れ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
人
一
般
に
馴
染
み
の
歌

曲
と
い
え
よ
う
。

32　

文
部
科
学
省
『
小
学
校
学
習
指
導
要
綱
解
説　

音
楽
編
』（
二
〇
一
七
年
）
九
頁
。

33　

初
等
教
育
研
究
会
編
輯
『
教
育
研
究
』
一
七
二
〜
一
九
一
号
（
大
日
本
図
書
、

一
九
一
七
〈
大
正
六
〉
年
一
一
月
〜
一
九
一
九
〈
大
正
八
〉
年
六
月
）
の
あ
い

だ
不
定
期
連
載
。

34　

同
前
一
七
二
号
（
一
九
一
七
〈
大
正
六
〉
年
一
一
月
）
一
一
三
頁
。
引
用
中
の

…
…
は
原
文
通
り
。

35　

当
該
調
査
に
は
全
国
の
師
範
学
校
附
属
小
学
校
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、
一
学
期

は
一
四
校
、
二
学
期
は
一
〇
校
、
三
学
期
は
八
校
と
延
べ
三
二
校
の
調
査
協
力

が
あ
っ
た
。
岩
手
県
、
福
井
県
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
女
子
、
大
阪
府
女
子
の
五

校
は
全
三
回
に
協
力
。
滋
賀
県
、
山
口
県
室
積
、
長
崎
県
女
子
の
三
校
は
第

一
・
二
学
期
、
秋
田
県
女
子
は
第
一
・
三
学
期
、
山
形
県
、
島
根
県
女
子
の
二
校

は
第
二
・
三
学
期
と
二
回
の
協
力
。
千
葉
県
、
静
岡
県
女
子
、
愛
知
県
第
二
、三

重
県
、
沖
縄
県
の
五
校
は
第
一
学
期
の
一
回
の
み
協
力
し
た
。

36　
「
高
野
メ
モ
」
を
み
る
と
、
第
二
学
年
用
「
二
宮
金
次
郎
」（
吉
丸
）、
第
三
学

年
用
「
千
な
り
瓢
箪
（
後
に
豊
臣
秀
吉
に
曲
名
を
変
更
）」（
芳
〔
賀
〕）、
第
四

学
年
用
「
広
瀬
中
佐
」（
芳
〔
賀
〕）、「
橘
中
佐
」（
武
〔
笠
〕）
と
あ
る
。

37　

政
府
主
導
に
よ
る
地
方
改
良
運
動
を
支
え
た
報
徳
思
想
の
象
徴
と
し
て
、
二
宮

尊
徳
が
「
五
期
に
わ
た
る
国
定
修
身
教
科
書
に
お
い
て
中
核
的
教
材
」
だ
っ
た

こ
と
は
、
見
城
悌
治
「
近
世
の
二
宮
尊
徳
と
近
代
教
科
書
の
中
の
二
宮
金
次

郎
」
前
掲
見
城
『
近
代
報
徳
思
想
と
日
本
社
会
』
二
一
〜
三
八
頁
が
指
摘
し
て

い
る
。
同
書
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
が
、
修
身
教
科
書
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
唱

歌
「
二
宮
金
次
郎
」
が
導
入
当
時
の
児
童
に
好
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
録

は
留
意
さ
れ
て
よ
い
。
唱
歌
「
豊
臣
秀
吉
」
お
よ
び
日
露
戦
争
関
連
唱
歌
三
曲

に
お
け
る
慰
霊
と
鎮
魂
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿「『
尋
常
小
学
唱
歌
』

の
ア
ジ
ア
認
識
」
一
〇
〜
一
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。

38　

前
掲
『
教
育
研
究
』
一
七
六
号
（
一
九
一
八
〈
大
正
七
〉
年
三
月
）
一
一
三
頁
。
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同
一
八
一
号（
一
九
一
八〈
大
正
七
〉年
八
月
）七
四
頁
と
一
九
一
号（
一
九
一
九

〈
大
正
八
〉
年
六
月
）
五
九
頁
に
も
同
様
の
表
記
。

39　

同
前
『
教
育
研
究
』
一
八
一
号
、
七
五
頁
。

40　

保
科
寅
治「
尋
常
小
学
唱
歌
に
就
て（
九
）」東
京
音
楽
学
校
学
友
会
編『
音
楽
』

第
七
巻
第
五
号
（
一
九
一
六
〈
大
正
五
〉
年
五
月
）
六
二
頁
。

41　

唱
歌
「
児
島
高
徳
」
が
植
民
地
朝
鮮
で
用
い
る
唱
歌
教
材
に
も
採
用
さ
れ
、
こ

れ
を
教
え
る
教
師
に
も
教
わ
る
児
童
に
も
好
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

前
掲
拙
稿
「『
尋
常
小
学
唱
歌
』
の
ア
ジ
ア
認
識
」
一
四
〜
一
六
頁
を
参
照
の

こ
と
。

42　

つ
ま
り
、「
児
島
高
徳
」
も
「
故
郷
」
と
同
じ
く
「
災
難
、
苦
境
に
遭
遇
し
て

し
ま
っ
た
日
本
人
の
心
を
癒
す
歌
」
だ
っ
た
。
こ
の
歌
曲
の
背
後
に
あ
る
歴
史

物
語
の
厚
み
と
、
そ
れ
を
数
百
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
伝
承
し
て
き
た
日
本
社

会
の
深
み
を
想
起
す
れ
ば
、
こ
の
歌
の
真
意
が
「
忠
君
愛
国
、
国
体
護
持
、
皇

室
賛
美
」
と
い
っ
た
教
訓
に
あ
る
な
ど
と
単
純
化
し
て
済
ま
す
こ
と
は
で
き
な

い
。

43　

歌
詞
関
係
委
員
の
ひ
と
り
だ
っ
た
東
京
音
楽
学
校
教
授
・
高
野
辰
之
に
よ
る
日

本
歌
謡
史
研
究
も
、
人
形
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
、
能
、
地
方
に
残
存
す
る
幸
若
舞

な
ど
の
民
俗
芸
能
や
寺
社
芸
能
と
い
っ
た
「
歌
舞
音
曲
」
の
調
査
、
保
存
、
紹

介
を
目
的
と
し
て
い
た
（
前
掲
権
藤
『
高
野
辰
之
と
唱
歌
の
時
代
』
参
照
）。

44　

な
お
こ
の
時
、
実
在
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
『
太
平
記
』
の
児
島
高
徳

は
、
音
楽
教
育
と
国
語
教
育
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
教
育
の
現
場
か
ら
も
抹
消
さ

れ
て
い
る
。

45　

湯
原
元
一
『
戊
申
詔
書
釈
義
』（
金
港
堂
出
版
、
一
九
〇
九
〈
明
治
四
二
〉
年
）

一
〇
頁
。

46　

湯
原
元
一
「
廿
年
来
の
我
楽
界
」『
音
楽
界
』
第
三
巻
第
七
号
（
音
楽
教
育
界
、

一
九
一
〇
〈
明
治
四
三
〉
年
七
月
）
四
九
〜
五
〇
頁
。

47　

三
味
線
音
楽
を
中
心
に
新
た
な
「
国
楽
」
あ
る
い
は
「
民
楽
」
を
創
成
す
べ
き

だ
と
い
う
当
時
の
意
見
と
し
て
、
田
中
正
平
「
我
邦
音
楽
の
発
達
に
就
て
」
大

日
本
音
楽
会
編
纂
『
音
楽
瞥
見
』（
出
版
協
会
、
一
九
〇
四
〈
明
治
三
七
〉
年
）

一
〜
六
二
頁
が
あ
る
。

48　

前
掲
拙
稿
「
交
差
す
る
邦
楽
調
査
と
唱
歌
編
纂
」
を
参
照
の
こ
と
。
館
山
は
、

こ
の
時
小
学
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
会
の
楽
曲
関
係
委
員
だ
っ
た
楠
美
恩
三
郎

の
叔
父
で
あ
る
。

49　

湯
原
元
一
『
最
近
教
育
学
界
の
二
大
思
潮
』（
目
黒
書
店
、
一
九
一
五
〈
大
正

四
〉
年
）
五
二
〜
五
四
頁
。
引
用
中
の
…
…
は
筆
者
に
よ
る
中
略
、〔 

〕
内
は

挿
入
を
示
す
。
以
下
湯
原
の
論
説
か
ら
の
引
用
中
に
つ
い
て
は
同
じ
。

50　

前
掲
湯
原
『
戊
申
詔
書
釈
義
』
四
五
頁
。
こ
の
一
文
は
「
蓋
し
国
民
各
自
が
独

立
自
営
し
て
、
始
め
て
国
家
も
独
立
自
営
す
べ
し
」
と
続
き
、
福
澤
諭
吉
『
学

問
の
す
ゝ
め
』
中
の
有
名
な
一
句
「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
」
と
ほ
ぼ
同

じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
湯
原
と
福
澤
は
、
は
じ
め
医
学
生
と
し
て
出
発
し
た

が
教
育
家
に
転
じ
た
進
路
も
共
通
す
る
。

51　

同
前
四
五
〜
四
八
頁
。「
独
逸
の
社
会
政
策
」
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
が
導
入
し
た

い
わ
ゆ
る
「
ア
メ
と
ム
チ
政
策
」
に
起
源
を
も
つ
一
連
の
社
会
保
障
政
策
を
指

す
。
公
的
健
康
保
険
（
一
八
八
三
年
）、
公
的
労
災
保
険
（
一
八
八
四
年
）、
公

的
年
金
保
険
（
一
八
八
九
年
）
が
制
定
さ
れ
、
当
時
は
世
界
の
最
先
端
を
ゆ
く

政
策
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
社
会
主
義
者
鎮
圧
法
（
一
八
七
八
年
）
に
よ
る
社

会
主
義
政
党
の
非
合
法
化
と
の
抱
き
合
わ
せ
で
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
一
八
九
〇
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
各
保
険
が
帝
国
保
険

法
（
Ｒ
Ｖ
Ｏ
）
の
も
と
で
統
合
さ
れ
る
の
は
、
湯
原
の
釈
義
が
書
か
れ
た
二
年

後
の
一
九
一
一
年
で
あ
る
。

52　

湯
原
元
一
「
社
会
政
策
と
音
楽
の
利
用
」
東
京
音
楽
学
校
学
友
会
編
『
音
楽
』

第
二
巻
第
四
号
（
明
治
四
四
〈
一
九
一
一
〉
年
四
月
）
二
四
〜
二
五
頁
。

53　

同
前
、
二
三
頁
。

54　

湯
原
元
一
『
新
青
年
団
』（
目
黒
書
店
、
一
九
一
五
〈
大
正
四
〉
年
）
一
一
二
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〜
一
一
四
頁
。

55　

湯
原
元
一
「
音
楽
教
師
の
為
に
言
ふ
」
東
京
音
楽
学
校
学
友
会
編
『
音
楽
』
第

一
巻
第
七
号
（
一
九
一
〇
〈
明
治
四
三
〉
年
八
月
）
一
頁
。

56　

東
京
音
楽
学
校
学
友
会
編
『
音
楽
』
第
一
巻
第
一
号
〜
第
六
号
（
明
治
四
三

〈
一
九
一
〇
〉
年
一
月
〜
六
月
）。
原
典H

erm
ann K

retzschm
ar, M

usikalische 

Zeitfragen, 1903.

57　

前
掲
湯
原
「
音
楽
教
師
の
為
に
言
ふ
」
一
〜
二
頁
。

58　

こ
れ
は
、
東
京
音
楽
学
校
の
母
体
が
伊
澤
修
二
と
目
賀
田
種
太
郎
に
よ
る
建
言

を
受
け
て
設
置
さ
れ
た
音
楽
取
調
掛
に
あ
っ
た
事
実
に
照
ら
し
て
正
確
な
理
解

と
い
っ
て
よ
い
。
伊
澤
修
二
の
近
代
化
構
想
と
唱
歌
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、

奥
中
康
人
『
国
歌
と
音
楽
―
―
伊
澤
修
二
が
め
ざ
し
た
日
本
近
代
』（
春
秋
社
、

二
〇
〇
八
年
）
一
八
七
〜
二
三
五
頁
を
参
照
。

59　

前
掲
湯
原
「
音
楽
教
師
の
為
に
言
ふ
」
三
頁
。
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